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序

深谷市の幡羅地区には、木の本古墳群をはじめ、

延喜式内社と伝えられる楡山神社、中憔の城郭と

される東方城跡など、数々の歴史の足跡が残され

ております。こうした過去の遺産を後世に伝えて

いくとともに、物心両面にわたりますます今後の

発展に寄与することは、現在を生きる私たちの重

要な責務です。

現在、深谷市では、産業の進展や市街地の拡大

に伴い、生活• 生産環境の整備を推進-しておりま

す。幡羅地区を貫通する公共下水道東第 1号雨水

幹線の工事も、深谷市の発展のために実施された

事業です。この工事に伴い、市教育委員会は、歴

史豊かな幡羅地区の埋蔵文化財を記録保存するた

め、昭和56年度から59年度にかけて、発掘調査を

実施しました。 56年度 ・57年度の発掘調査につい

ては、既に報告書を刊行しておりますが、此の度、

58年度 ・59年度の発掘調査成果がまとまり、ここ

に報告書として公表する運びとなりました。郷土

史研究や文化財保護思想の僻及などに少しでも貢

献できれば寺甚に存じまず。

発掘調査にあたり、関係者のみなさまや地元の

みなさまには大変お祉話になりました。心より惑

謝を中し上げて、序といたします。

昭和61年3月

深谷市教育委員会

教育長鳥塚恵和男



例 日
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2. 発掘調査は、深谷市教育委員会が主体となり、 3次にわたって実施した。その日程は、第 1次

発掘調査が昭和58年7月23日-8月12日、第 2次発掘調査が昭和58年10月7日-10月21日、第 3

次発掘調査が昭和59年7月9日-8月10日及び10月19日-11月14日である。

3. 発掘調査経費は、昭和58年度-60年度国庫補助事業公共下水道東第 1号雨水幹線工事費より支

出した。

4. 出土品の整理及び本書の図版作成等は、整理参加者全員で行った。なお、図版中の方位は座標

北を示しており、本文中の遺構．に関わる数値は確認面においてのものである。

5. 本書の写真撮影及び執筆・編集は、澤出晃越が行った。

6. 本書の作成にあたり、下記の方々から御教示• 御助言を賜った。 （敬称略）

井上肇、小川望、小俣悟、柿沼幹夫、栗原文蔵、笹森健一、利根川章彦、坂東隆秀

発掘調査の組織

調査主体者深谷市教育委員会教育長鳥塚恵和男

事務局深谷市教育委員会社会教育諜課長武井克己（昭和58・59年度）

飯島光武（昭和60年度）

課長補佐兼文化財保護係長

島田良一（昭和58年度）

河田記久平（昭和59・60年度）

主事 大屈貞夫、村田正義、小林京子

調査担当者 深谷市教育委員会社会教育課文化財保護係主事澤出児越

調査補助員 山口徹、消水健治、鈴木靖夫、田中秀逸（以上、発掘調査当時埼玉大学生）

調査参加者 井口知佐子、宇賀地桂子、投本真琴、笠木ヒロ子、加籐佳—f、金谷恵美子、叫合

詔子、神田真理子、木下敦子、久米紀子、倉上多美子、小沼和子、斉藤ひろみ、

佐々木由紀子、里山まり子、猿田律f、柴崎侑子、砂田伊久子、滝口知:f、竹中

玲f-、田代秀子、玉野井照＋、田村喜代千、都築百合子、鉄石光芙、富田教子、

浜端春-f、平野安喜子、平木法子、幅川党f、細川ケイ子、松村登志子、松村朋

芙、松本みづ；上、水野祥代、溝越教子、木橋玲f、森光代、柳真理f、湯沢直~r 、

渡部けし、f、渡辺哲f、猪野好文、時田正・-・・・



目 次

序

例言

目次

I . 発掘調査iこ至る経過・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1

II . 遺跡の地理的・歴史的環境...…………... 3 

III . 第 1次発掘調査

1 . 調査の概要.......................................6 

2. 遺構と出土遺物

(1) 遺構・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・6

(2) 出土遺物・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・12

N. 第 2次発掘調査

1 . 調査の概要・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・22

2. 遺構と出土遺物

(1) 遺構・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・22

(2) 出土遺物•・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・24

V. 第 3次発掘調査

1 . 調査の概要•・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・--31

2. A区の遺構とl:l"i土遺物

(1) 遺構・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・--32

(2) 出土遺物・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・40

3. B区の遺構と出土遺物

(1) 遺構・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・53

(2) 出土遺物・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・62

4. C区 ・D区の遺構

(1) C 区の遺構•・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..73 

(2) D 区の遺構•・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..74 



挿 図 目 グ、h

第 1図遺跡位韻図 (1/ 40,000) 第23図 第 16~20号土琺• 第 1号溝状遺構実測図

第2図調査区周辺地形図 (1/5, 000) 第24図 第3次発掘調査A区出土遺物 (1)

第3次 第 1次発掘調査区全測図 (1/300) 第25図 第3次発掘調査A区出土遺物 (2)

第 4 図第 1~5·7·8 号土砿実測図 第26図 第3次発掘調査A区出土遺物 (3)

第 5 図第 9~11号土琺実測図 第27図 第3次発掘調査A区出土遺物 (4)

第 6 図第12~16号土琺実測図 第28図 第3次発掘調査A区出土遺物 (5)

第 7図第17・18・20号土琺実測図 第29図 第3次発掘調査A区出土遺物 (6)

第 8 図第19·21~26号土砿実測図 第30図 第3次発掘調査B区全測図 (1/200) 

第9図 第 6·27~29号土琺、第 1·2 号溝状遺構 第31図第 1~4·6 号土琺実測図

実測図 第32図 第 7~11 ・ 13号土f広実測図

第10図 第 1次発掘調査出土遺物 (1) 第33図 第 14~16·18~20号土坑実測図

第11図 第 1次発掘調査出土遺物 (2) 第 34図第23号A~C· 第27~29号土琺実測図

第12図 第 1次発掘調査出土遺物 (3) 第35図 第24~26·30~36·38号士砿実測図

第13図 第2次発掘調査全測図 (1/200) 第36図 土層断面図•第 1 号井戸跡実測図

第14図 第 1・2号上琺、第 1号溝状遺構実測図 第37図 第 3次発掘調査B区出土遺物 (1)

第 15図第 2~4 号土琺実測図 第38図 第3次発掘調査B区出土遺物 (2)

第 16図第 5~8 号土琺実測図 第39図 第3次発掘調査B区出土遺物 (3)

第17図 第2次発掘調査出土遺物 第40図 第3次発掘調査B区出上遺物 (4)

第18図第 3次発掘調査A区全測図 (1/200) 第41図 第3次発掘調査B区出土遺物 (5)

第19図 A区北半遺構実測図 第42図 第3次発掘調査C区 ・D区全測図(1/200)

第20図 A区北半遺構土層断面図 (1) 第43図 C区の遺構実測図

第21図 A区北半遺構土層断面図 (2) 第44図 D区の遺構実測図 (1)

第 22図第11~15号土砿実測図 第45図 D区の遺構実測図 (2)



I. 発掘調査に至る経過

埼玉県北部に位置し、利根川を挟んで群馬県と接する深谷市は、近代日本経済界の偉人渋沢栄一

の生地として、また、深谷ネギの産地として知られている。古くは康正 2年 (1456) に上杉房憲が

築いたといわれる深谷城の城下町として、江戸時代には中山道の徊場町として発展した。現在、人

口約89,000人、面積約70k面で、農業生産高は県内随ーを誇り、近年は工業団地の形成、住宅の増

加など、急速に都市化が進行している。こうした都市化の波に対し深谷市では、道路網や上下水道

の整備などを推進している。

このような状況を背景に、市東部の工業団地を南北に縦断する県道深谷弁財線建設予定地の、旧

中山道（県道原郷熊谷線）から福川までの区間に、公共下水道東第 1号雨水幹線の埋設工事が計画

され、昭和56年度から 5ケ年度計画で工事が実施されることになった。

昭和56年度 ・57年度の工事予定地は、福川の南の水田面上約250mの区間であったが、工事に先立

ち、埋蔵文化財の保護対策について市教育委員会と市建設部との間で協議が行われた。試掘調査の

結果、工事予定区間のうち約 140mの部分で遺構・遺物等を発見、遺跡名を城下遺跡とし、昭和56

年12月14日-57年 1月22日に第 1次発掘調査を、昭和57年11月21日-12月15日に第 2次発掘調査を

実施した。第 1次発掘調査では主に縄文時代後期・古墳時代後期の遺構等が、第2次発掘調査では

主に江戸時代の遺構等が調査された。

昭和58年度-60年度の工事予定地は、旧中山道から台地未端に至る約 500mの区間であった。上

記のような経過及び固辺に木の本古墳群の一部、東方城跡があることなどから、台地上に遺跡が存

在することは十分に予想された。そこで市教委員会と市建設部は、再び埋蔵文化財保護対策につい

て協議し、各年度の工事予定地について、各年度の初めに試掘調査を行い、遣構・遺物等が発見さ

れた場合には、工事に先立って発掘調査を行うことになった。

昭和58年度の工事予定地は、旧中山道から北へ約 300mの区間であった。昭和58年5月23・24日

に試掘調査を行い、工事予定地の北半約 100mの区間で遣構等が発見された。このため、昭和59年

度 ·60年度の工事予定地が、縄文時代の遺跡・古墳• 城跡等に隣接することも考慮し、遺跡名を東

方城山遺跡群とし、昭和58年7月23日-8月12日に発掘調査を実施した。

ところがその後、昭和58年度の工事予定地が、更に北へ30mほど延長されることになった。そこで

昭和58年9月13日に試掘調査を行い、遺構・ 遺物等を発見し、昭和58年10月7日-10月21日に東方

城山遺跡群第 2次発掘調査を実施した。

昭和59年度 ・60年度の工事予定地は、残る約 170mの区間であった。昭和59年 5月17日・ 18日に

試掘調査を実施し、遺構・遺物等が発見されたため、昭和59年度中に残る部分全面の発掘調査が実

施されることになった。工事予定地上の住宅の立退き等の関係から、この東方城山遺跡群第 3次発

掘調査は、昭和59年7月9日-8月10日、 10月19日-11月14日の 2回に分けて実施することになっ

た。

-1-



1 . 伝幡羅太郎館跡 2. 堀の内 3 . 東）j城跡 4. 城下遺跡 5. 東方城山遺跡群
6. 木の本古墳群 7. 庁鼻和城跡

第 l図遺跡位漑図 (1/40,000) 
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II . 遺跡の地理的・歴史的環境

東方城山遺跡群は、深谷市大字東方字杉町及び字入郷ほかにわたる広い範囲にある。国鉄高崎線

深谷駅の東北東約 3km、櫛挽台地寄居面の北端部で、標高は35-36m、妻沼低地との比高は 4-5

m である。周辺には、木の本古墳群、東方城跡など、縄文時代から江戸時代に至る遺跡が密集して

いる。

深谷市の地形を概観すると、市の中央部をほぼ東西に走る国鉄高崎線付近を境に、南半を占める

櫛挽台地と北半を占める妻沼低地に二分される。櫛挽台地は、荒川の作用により形成された、寄居

付近を扇項として北へ広がる扇状地性の洪積台地である。妻沼低地は、利根川の作用により形成さ

れた沖積低地である。

櫛挽台地は乾燥した台地であり、晩冬から初春にかけてはひどい土埃に悩まされることもしばし

ばである。養蚕が盛んで桑畑が広がっているが、近年は花• 植木などの栽培も盛んになっている。

また、台地北端部は、屈住環境の整備笠により、住宅などが急増している。構造的には、西北側の

武蔵野面に比定される櫛挽面（櫛挽段丘）と、東南側の立川面に比定される寄居面（御稜威ケ原段

丘）とで段丘状に形成されている。櫛挽面はほぼ高崎線沿いの崖線で、比高 5-lOmをもって妻沼

低地と接しているが、奇居面は高崎線より北へ 1.5-1.Skmほど延びており、比高 2-5mをもっ

て妻沼低地と接している。接線付近の標高は、櫛挽面が40-50m、寄居面が32-36m、妻沼低地が

30-3lmである。怖挽面の西には、岡部町山崎山などの松久丘陵を挟んで、立川面に比定される本

庄台地が広がっている。寄居面の南側には、荒川を挟んで、下末吉面に比定される江南台地が東西

に延びている。櫛挽面の北東端近くには、第三紀層から成る残丘、標高98.0mの仙元山があり、熊

谷市内の寄居面東端にも同様の残丘、標泣j77.4mの観音山がある。なお、台地北端の櫛挽面と寄居

面の境付近に、活断層（深谷断層）が確認されている。

碁沼低地は、利恨川流域に広がる低地である。南は熊谷市付近を境として、秩父山塊に連なる台

地や丘陵と大宮台地に挟まれた荒川低地に絨ぎ、東は行廿I付近を境として加須低地に連なる。妻沼

低地内は、利恨川の氾濫や流路の変遷により、自然堤防が発達していたものと息われ、血洗島、矢

島、大塚島、内ケ島などのように島地名が多いこともこのことを裏付けている。 rli内明戸地区では、

持は「畑じ分に田が三分」と言ったらしいが、現在では耕地整理が進み、かなりの部分が水田化さ

れており、旧状を把握することは困難である。しかし、深谷市遺跡詳細分布閾査（註 1.) によれば、

寄店面北端部付近から両北へ、上に古墳時代後期以降の遺跡が、島地名の土地を包括して連続して

いることが確認された。このことは、自然堤防の状況をよく表しているものといえよう。なお、妻

沼低地の南端、南に櫛挽面、東に対屈血を控える＾両に深谷市の中心部があり、周辺では住宅が急

増している。

深谷市内では、まだ 1日石悩時代の遺跡は確認されてし＼ないが、縄文時代旱期• 前期の悲跡は、楕

挽台地の北端部にオ『「•数確認されている。東）j城山遺跡群の周辺でも、わずかではあるが、前期閃

山式上悩片などが採U、されている。縄文時代中期になると、島之 I遣i跡・出11追跡(「:12)、小台
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遺跡（註3) など、遺跡数は飛躍的に増加する。これらの遺跡は、中期末から後期初頭にかけての

ものが多く、櫛挽面北端部の南北に開析された谷筋や、東方城山遺跡群のある寄居面北端部に密集

している。こうした状況は、扇状地形にみられる扇端湧水に深く関わっているものと考えられる（註

4)。堀之内期になると遺跡数は激減するが、桜ケ丘組石遺跡など、櫛挽面北端部に若干数確認さ

れている。東方城山遺跡群の北側の低地面にある城下遺跡（註 5) や、市街地の北側の深谷町遺跡

（註 6) では、堀之内期の遺構などが調査されている。

古墳時代後期には、妻沼低地内の自然堤防上に数多くの遺跡が存在するようになる。低地を見お

ろす台地末端にある東方城山遺跡群の周辺には、木の本古墳群がある。直径20mほどの小円墳が10

数基ほど残っているが、以前はもっと多くの古墳が残っていたらしい。今回の調査区に隣接して、

5号墳、 8号墳がある。

14世紀の後半頃に、深谷上杉氏の祖、上杉憲英が、現在の国済寺に庁鼻和城を構築したといわれ

る。東方城山遺跡群の西南西約 1kmである。憲英は、関東管領山内上杉憲顕の子である。憲英の習

孫である房憲は、古河公方足利成氏との戦闘がくり返される中で、康正 2年 (1456) 、現在の市街

地に深谷城を築いたといわれる。

深谷城の東の防備に当たっていたと考えられるのが、東方城山遺跡群にある東方城跡である。台

地が低地側へ突出した部分が本丸伝承地で、土塁が残っている。本丸伝承地の西約 400mにある熊

野大神社の周囲にも 1辺80mほどの正方形状に土塁が残っている。本丸伝承地の東約 150mにも土

塁が正方形状に巡っている箇所がある。城主別邸と呼ばれ、 1辺70-75mほどである。

東力^城の築城時期や築城者は不明である。 『新編武蔵国風土記稿』の幡羅郡東方村の項には「古

城跡 村ノ北ニテ広サ三町余今陸田ナリ相伝フ当所ハ古上杉氏領地ノ頃其家人住セシトイヘト其姓

名ハ伝ヘス御打人ノ後松平丹波守康長二此辺ヲ賜ヒシ頃此所ヲ居所トセシカ慶長七年下総国古河へ

所什ノ後廃セシト云今モ四ガニ土届ノ跡残レリ又コノ北に続キテ凡五段許ノ地ヲ御所屋敷卜呼フ想

フニ上杉氏族ノ居館ナルヘシ」とある。豊臣秀吉の関東攻めにより深谷卜湘狂しは滅び、天正18年 (15

90) の徳川家康の関東入国に際し、松平康長がこの地に陣屋を構えたと伝えられる。康長は、慶長

6年 (1601) ---・ 万石を加増され、 ,-. 野国白井城に移封、さらに翌慶長 7年 (1602)下総国古河に移

封され、東}j城は廃城となった。しかし、既に小規模な城下町が形成され、それが中山道沿いの宿

町として存続したらしく、付近の小字名に、上宿、中宿、 ド宿、仲間町、杉町などがある。

なお、東方城跡の北約 2.5kmに、康長の側室が居住したと伝えられる堀の内という館跡があり、

東方城跡の北北東約 4.5 kmには、足利成氏の家臣といわれる増田重富の館跡がある。また、昭和56

年度の城下遺跡発掘凋査では、東方城の外堀の可能性のある溝状遺構が発見され、昭和58年度の城

下遺跡第 2次発掘調査（註6) では、 18世紀頃の船着き場状の遺構が発見された。

註1 昭和56・57年度に実施。調査t体は深谷市教育委員会。
註2 横川好富ほか 「前昂• 島之ト・ w「―1・芝山」 昭和52年3月 埼玉県教育委員会
註3 蛭間真一ほか 「小台遺跡」 11(1和54年3月 深谷市小台遺跡謁査団

註4 柿沼幹夫 「ll、立地と環境」 (;ti: 2 Ji/「収）

註5 澤仕況越ほか 「城ド逍跡」 11(1和58年3I 1 深谷r!T教育委員会

註6 i睾出兄越 「城ド峨跡（第 2次）」 II召相59年3月 深谷市教育委員公
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III . 第 1次発掘調査

］．調査の概要

昭和58年7月20日、パワーショベルによる表土の除去から第 1次発掘調査を開始した。 23日より

精査を行い、 26日から遺構の調査に入った。 28日・ 29日に、 4m間隔でグリッド杭を設定し、北か

ら南ヘアラビア数字を、西から東ヘアルファベットを付してグリッドを呼称した。

調査中は天候に恵まれ、調査は順調に進展した。第17号土砿のみ遺物の出土鼠が多かったため、

調査に多少手間取った。しかし他には困難な遺構もなく、 8月12日、全悶与真を撮影し、第 1次発

掘調査を終了した。

検出された遺構は、溝状遺構2条と土砿である。土砿は第29号までナンバーを付けたが、切り合

い関係を含むものが多いため、実際の数は29よりも多い。縄文時代の遺構は第18号土砿 1某のみで

ある。円形の浅い土砿で、縄文土器片等が出土したが、近世の長方形の土城に切られている。 f也は

いずれも近憔の遺構と考えられる。近世の遺物としては、上師質土器（皿など）、瓦質土悩（内耳

焙烙など）、陶器（揺鉢、茶碗、壺など）、磁器（染付茶碗など）、燻管、瓦などがある。流人し

たものと息われる遣物としては、縄文土料片、 lit'f輪片などがある。

なお、調査面積は約800m'である。

2. 遣構と出土遺物

(1) 直構（第 4図～第 9図）

〇弟 1号土｝広（第 4図） 2-Iクリソトに位附する。径約90cmのIリ形を呈する。深さは約30cmで、

底面は平±nである。瀬戸• 美濃系無頸壺がr'J'r上した。

0第2号上砿（第 4図） 2-Hグリソドに位附する。 90X 75cmほどの、やや歪んだドl形を呈する。

深さは15cmほどで、底面は東側へ緩く立ち上がっている。焙烙、磨き石などが出土した。

0第 3号上砿（第 4図） 3-F・Gグリッドに位置する。 180 X 40cmほどの細長い形態を呈する c

底面は平J且である。壁は、両端が緩く立ち上がっている。 11111土遺物はない。

0第4号土砿（第 4図） 3-F・Gグリッドに位置する。 140X 90cmほどの長方形とも長円形と

もつかぬ形態を呈する。深さは約25cm、壁は、四側の—--·部と南側を除き、比較的緩く立ち」・ー：がる。

出土遺物はない。

0第 5乃上砿（第 4図） 3-Fグリノドに付悩［する。全伽はでぎなかったが、 1[1闊75cmほどの長方

形を呈するものと息われる。深さは約30cmで、底面は平J且である。瀬戸・芙濃系の喰り分け菟碗

ヵゞ廿'r+.した。
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0第 6号土砿（第 9図） 5-Iグリッドに位置する。第 1号溝状遺構を切っているが、径 150cm 

ほどの円形を呈する。深さは約50cmで、底は揺鉢状である。

0第7号土砿（第 4図） 5·6-E·F グリッドに位置する。幅70~100cmほどで東西に延びてお

り、完掘はできなかったが、少なくとも土砿 2 基以上の切り合いとみられる。深さ 15~20cmで、

底面は、東側は平坦で、西側は舟底状を呈する。出土した縄文土器片は、流人したものと考えら

れる。

0第 8号土砿（第 4図） 6・7-F・Gグリッドに位置する。 250X 100cmほどの長方形を呈する。

深さは10cmほどで、ほとんど底面のみを調査したような状態であり、全容ははっきりしない。

0第 9号士砿（第 5図） 7・8-E・Fグリッドに位筐する。 350 X 90cmほどの長方形を呈する。

深さ約40cm。底面は平坦で、底面近くより礫が数個出土した。

0第10号土砿（第 5図） 7・8-Fグリッドに位骰する。 300X 110cmほどの長円形状を呈する。

深さは約60cmで、底面は舟底状を旱し、壁は南端が特に緩く立ち上がる。

0第11号土砿（第 5図） 9-FグiJソドに位置^ する。 400X 100cmほどの細長い土琺が、 350X 280 

cmほどの円形状の土砿を切っている。細長い土砿は、深さ 15~50cm ほどで、西南へ向って下がる

底面は舟底状である。円形状の土砿は深さ 20~70cmで、底面は凹凸が激しい。円形状の土砿より

釉をかけ分けた茶碗が出土した。

0第12号土砿（第 6図） 8・9-D・Eグリッドに位置する。 550X 400ほどの方形状を呈する。

深さは25cmほどであるが、平坦な底面は砂礫を多く含む層に達している。

0第13号土琺（第 6図） 9-D・Eグリッドに位固する。 170 X 55cmほどの細長い形態を呈する。

深さは30cmほどで、底面は平川である。

0第14号土砿（第 6図） 9--Dグリッドに位翫する。 140 X 85cmほどの長方形を呈する。深さは

30~35cmで、底面は平坦である。

0第15号土砿（第 6図） 9-Dグリソドに位岡する。 llOX 120cmほどの小整形を呈する。深さは

10~15cmで、底面は緩やかな傾斜がある。

0第16号土砿（第 6図） 10·11-E グリッドに位闘する。土砿 4~5 店の切り合いとみられ、仝

体の大きさは450X 250cmほどである。深さは、最も深い部分で30cm、浅い部分では10cmほどであ

る。内耳土鍋、土師質皿、陶器片口、拙鉢などの破片が出土した。

0第17号土砿（第 7図） 10-D·E グリッドに位旗する。径270~300cmほどの不整な円形状を呈

し、輻約80cmの小さな土砿を切っている。深さは約40cmで、全体は揺鉢状を呈する。製土には焼

土・炭化物が多く含まれており、底面の一部は焼けていた。第 7図のスクリーントーンは焼けて

いた底面の範囲である。陶器（茶碗など）、磁料（染付茶碗など）、煉管などが比較的多く出上

した。

0第18号土砿（第 7図） 10-C・Dグリッドに位固する。径約 100cmの円形状の土琺を、 140 X 

50cm ほどの長）j形状を呈する土砿が切っている。深さはいずれも 10~15cm と浅く、底面は平」II_で

ある。円形状の土琺からは縄文土岱片等が比較的多く出土し、この第 1次発伽晶査では唯一の縄

文時代の遺構と考えられる。
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0第19号土琺（第 8図） 12-Dグリッドに位置する。 240X 140cmほどの長円形状を呈し深さ約40

cmの土砿を、 90X70cm、深さ約20cmほどの土砿が切っている。深い土砿の底面はやや凹凸がある。

0第20号土砿（第 7図） 12-D・Eグリッドに位置する。径 100cmほどの円形状を呈する。深さ

は約30cmで、底面は皿状に窪んでいる。焙烙片が出土した。

0第21号土城（第8図） 13-Dグリッドに位鷹する。 100 X 80cmほどの不整円形状を呈する。深

さは約20cmで、片側はテラス状になっている。

0第22号土砿（第 8図） 13-D・Eグリッドに位置する。 65X 45cmほどの長円形状を呈する。深

さ約10cmの浅い土砿である。

0第23号＿七琺（第 8図） 13・14-Eグリッドに位固する。 130 X 95cmほどの不整長円形状を呈す

る。深さは約30cmで、全体は揺鉢状を呈するが、底面は中央が少し高くなっている。

0第24号土砿（第 8図） 13-Bグリッドに位闘する。 140cmX 80cm、深さ約30cmの土砿を、 130 

X 50cm、深さ約 5cmの浅い土砿が切っている。深い土砿は、北西側がテラス状になっており、一

部に焼土が認められ、陶器片等が出土した。浅い土砿は第 2号溝状遺構も切っており、底面は平

坦である。

0第25号土砿（第 8図） 14-Dグリソドに位謹する。径20cm、深さ約10cmの柱穴状の土砿である。

0第26号±，i広（第 8図） 14-Cグリッドに位岡する。 80X 60cmほどの長方形状を呈する。深さは

約15cmで、底面は平坦である。

0第27号土砿（第 9図） 14・15-C・Dグリッドに位置し、第 2号溝状逍構に切られている。240

X 150 cmほどの不整形を呈する。深さは約60cmで揺鉢状を呈し、北東へ深さ約30cmの浅い部分が

延びている。土砿2基の切り合いとも考えられるが、明確ではない。

0第28号土砿（第 9図） 15-Dグリッドに位置する。径約25cm、深さ約 5cmの小上砿である。

0第29号土砿（第 9図） 15-Dグリッドに位四する。径約50cm、深さ約15cmの小土砿である。

0第 1号溝状遺構（第 9図） 調査区の北東隅を、 N-15°----Eほどの角度で延びている。上輻 120

--160 cm、下輻30-60cm、深さ70-SOcm、壁は斜めに立ち上がる。？以上中層に像が並んでおり、

同様のレベルから円筒舶輪の底部が出土した。他に、流人したものと息われる縄文土賠片や、陶

悩片（香炉）などが出土した。

0第 2号溝状遺構（第 9図） 調査区の南隅を湾曲しながら横断しており、第24号＿―f:J:広に切られ、

第27号土砿を切っている。上幅40-70cm、 ド輻10-30cm、深さは最も深い部分で30cmで、南へ次

第に浅くなっている。［廿土遺物はない。

(2) 出土遺物（第」0図1-第12図100)

0第 1号t砿仕',_-_い立拗（第10図 1-3) 

l . 縄文土悩片である。縄文はRL単節縦転、内而はよく磨かれている。淡杓色を二悶し、焼成良好。

-12-
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2. 瀬戸• 美濃系の灰釉と鉄釉をかけ分けた丸碗である。底径 4.8cm。内面の灰釉に貫入が認め

られ、外面の濃茶色の鉄釉は、畳付のみふきとられている。胎土黄白色を里し、焼成良好。

3. 瀬戸• 美濃系の陶器だが、徳利を無頸壺状に再利用したものとみられ、口唇部は内側が平坦に

調整されている。口径 9.3cm、底径11.4cm、器高19.0cm。外面には黄褐釉が施され、貫入が認め

られる。内面にも釉が少し流れている。ほぼ完形だが、底面のみ打ち欠かれている。胎土黄白色

を呈し、焼成良好。

0 第 2 号土拡出土遺物（第10図 4~8)

4. 縄文土器片である。両耳壺の把手であろう。縄文はRL単節。淡褐色を呈し、焼成良。

5~7. 木などの軟質の物質の表面を磨いた石と思われる。 5・7はスコリア質の角閃石安山岩、

6はスコリア質の輝石安山岩。

8. 焙烙である。内耳の有無は不明。推定口径39.0cm、推定底径34.0cm、器高 5.7 cm。イ本部外面下

位は指の押圧と指ナデにより調整されている。底面はほとんど無調整。

0第5号土拡出土遺物（第10図9)

9 . 濃茶色の鉄釉と貰入のある灰釉をかけ分けた茶碗である。推定底径 5.0cm、残存高 2.6cm 

0第 6号土拡出土遺物（第10図10)

10. 流入した縄文土器片である。縄文はRL単節、焼成良、橙褐色を屋する。

0 第 7 号土拡出土遺物（第10図11~14)

11~14. 流入した縄文士器片である。縄文はいずれも RL単節。 12は高台状の底部で、推定底径7.0

cm、残存高 3.8cm。焼成は14が良好、他は良。 11は淡橙褐色、他は淡褐色を呈する。

0第11号士拡出土遺物（第10図15・16)

15. 流入した縄文土器片である。縄文はRL単節。焼成良、淡褐色を呈する。

1r貰入のある灰釉と濃茶色の鉄釉をかけ分けた、たらい形の茶碗である。推定fl径11.0cm、推定

底径 5.0cm、器高 5.4cm。

0 第14号士拡出士遺物（第10図17~22)

17. 内耳土鍋の破片である。焼成良、黒灰色を呈する。

18. 19. 土師質の皿である。 18は推定口径 9.5cm、推定底径 5.0cm、沿高 2.1 cm。19は推定底径5.5

cm、残存高 0.9cm。いずれも底面回転糸切り、焼成良、橙褐色を呈する。

20. 湯飲み茶碗と思われる磁器である。推定,J径 7.5 cm。内外面とも灰釉が施され、灰白色を呈す。
22. 片口の破片である。推定口径16.0cm、残存高 3.4cm。内外面とも黄術釉が施されている。

22. 揺鉢の破片である。推定口径34.0cm。内面の櫛日は 8条 l組。赤褐色を呈し、外面II縁部に簿

く鉄釉が施されている。

0第17i-/上拡出土遺物（第10図23~第11図42)

23. 士師質の皿である。推定口径 8.0cm。焼成良、橙褐色を呈する。

24. 灰釉茶碗である。推定「l径10.0cm。貫入が認められる。胎上は黄臼色を呈する。

25・26. 濃茶色の鉄釉が施された茶碗である。外面高台脇以ドは素地である。 65は推定[J径11.0cm、

胎士は黄白色を呈する。 26は、推定底径 5.5cm、胎土は白色を星する。

- 16 -
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27~32_ 鉄釉と貰入のある灰釉をかけ分けた茶碗である。鉄釉は、 27 と 31 が緑褐色を呈し、他は濃

茶色。 27は推定口径10.0cm、器高 5.4cm。28は推定口径10.0cm。29は推定fj径10cm強。 31は推定

口径10.5cm。32は推定口径10.0cm。27は右回転のロクロで調整されているようである。

33. 花瓶の口縁部であろう。推定口径11.0cm。内外面とも黄褐釉が施され、上面に重ね焼痕がある。

34. 備前系徳利の底部と思われる。推定底径 6cm強。底部は円盤状で、底面に L字状の刻印がある。

35・36. 染付茶碗である。 35は推定底径 4cm弱、呉須の発色は淡紺色で、悦付には銹が施されてい

る。 36は推定口径10.0cm、呉須の発色は淡青灰色である。

37. 灰釉皿である。推定口径20.0cm。貫入が認められる。胎士は淡褐色を呈する。

38. 平瓦である。厚さ 1.6cm。内面に数条の沈線が施され、その固囲が磨られており、再利用され

た可能性がある。焼成良好・灰白色を星する。

39. 煙管の雁口である。火皿口径 2.0cm、長さ 4.0cm、羅宇結合部径 1.0cm、銅板厚さ 0.6~l.2mm。

火皿の口はやや扁平で一部を欠損。全体に緑青がふいている。

40・41. 煙管の吸口である。いずれも厚さ 0.5~0.8mmの薄い銅板を丸めて作られている。 40は長さ

8.1cm、羅宇結合部径0.95cm、吸口径0.35cm。41は長さ5.5cm、羅字結合部径 0.9cm、吸LJ径0.45

cm。いずれも緑青がふいており、 41の銅板を丸めた結合部には金箔のような痕跡がある。

42. 中世中国青磁の皿と息われる。推定口径12.5cm。青磁釉の発色は淡緑灰色、胎士は白色を呈す。

0第15号土拡出土遺物（第11図43・44)

43. 縄文土器片である。縄文はLR単節。焼成やや不良、淡褐色を呈する。

44. 鉢の底部であろう。推定底径14.5cm。外面に濃茶色の鉄釉が施され、内面には灰釉がわずかに

たれている。底面は回転糸切りであろう。

0第20号士拡出土遺物（第11図45)

45. 焙烙の破片である。外面口縁部及び内面は指ナデ、外面下位はヘラ削り。焼成良、黒褐色。

0 第18号土拡出士遺物（第11図46~58)

45~57. いずれも円形の士拡より出土した縄文上器片である。 46は、縄文はRL単節横転、焼成良

好、暗褐色を呈する。 47は波状口縁の頂部で、縄文はLR単節、焼成やや不良、貨白色を呈する。

48は、縄文はLR単節、焼成良、暗褐色を里する。 49は、縄文はRL単節、謡面はよく磨かれて

おり、焼成良好、外面黒灰色、内面橙褐色を呈する。 50は、縄文はLR単節横転、焼成やや不良

橙褐色を呈する。 51は、縄文はLR単節縦転、焼成良、淡杞褐色～黄灰褐色を呈する。 52は、縄

文はLR単節縦転であろう。焼成良好、外面暗褐色、内面淡褐色を呈する。 53は、縄文はRL単

節縦転、徽隆線が垂下しており、焼成良好、赤褐色を呈する。 54は、 Lドに懸乖文がみられ、縄

文はRL単節であろう。焼成良好、外面里灰色、内面橙色を呈する。 55は、縄文はLR単節縦転

外面に炭化物付行、焼成良好、淡黄色を呈する。 56は、縄文はLR単節縦転、焼成良好、淡褐色

を呈する。 57は、縄文はRL単節縦転、焼成やや不良、外面橙術色、内面II介褐色を呈する。

り8.[ff石と息われる、っ長さ11.0cm、輻 7.1 cm、I旱さ 3.7 cm。扁‘ドな白然石が廿jしヽ られてし)る ['メ）の

I~」 (ti ど '/ZJI I_なド面に使用瞑が認められる-石質は角閃石‘如[j岩であるヘ
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0第24号土拡出土遺物（第11図59-61)

59・60. 縄文土器片である。 59は口縁部の破片であろう。内面はよく研磨されている。焼成良、淡

橙褐色を呈する。 60は、縄文はRL単節、焼成良、橙褐色を呈する。

61. 磨石である。残存長 7.5 cm、幅 5.7 cm、厚さ 2.0cm。約 2分の 1を欠損しているものと思われ

る。やや扁平な細長い自然石が用いられ、図の上面に凹みがある。石質は輝石安山岩。

0第 1号溝状遺構出士遺物（第12図83-100)

83-97. 流入したと息われる縄文土器片である。 83は、口縁部直下に微隆線が施されている。焼成

良、黄白色を呈する。 84は両耳壺の口縁部と思われる。焼成良、外面淡橙褐色、内面灰白褐色を

呈する。 85は、縄文はLR単節縦転、焼成良、黄白色を呈する。 86は、縄文はLR単節縦転と思

われる。焼成良、淡褐色を呈する。 87は、縄文はLR単節と思われ、焼成良好、淡黄色を呈する。

88は、縄文はRL単節縦転、焼成やや不良、外面淡褐色、内面灰褐色を呈す。 89は、縄文は L

R単節縦転、内面に炭化物付着、焼成良好、淡橙色を塁する。 90は、縄文はRL単節の縦転と思

われ、焼成良、橙褐色を呈する。 91は、微隆線が垂下しており、縄文はLR単節と思われ、焼成

良好、黄灰色を星する。 92は、縄文はRL単節縦転、焼成良好、淡黄色を呈する。 93・94は条線

文上諾である。 93は焼成良、淡褐色～暗褐色を呈する。 94は、焼成良、橙褐色を呈する。 95・96

は同一個体と思われる。波状口縁で、平行沈線間にLR単節の縄文が横位に施されている。外面

に炭化物付許。焼成良好、淡褐色を呈する。 97は、縄文はLR単節、焼成良、外而黄白色、内面

黒灰色を呈する。

98・99. 流人したと思われる舶輪片である。 98は、焼成良、橙褐色を呈する。 99は、円筒埴輪の底

部である。推定底径16cm強、残存高16.1cm。やや扁平である。底は指の押圧等により粗く調整さ

れているが、器肉はかなり外側へはみ出している。ハケ日は 5-6本/1 cm。焼成良好、橙褐色

を呈する。

100. 香炉の破片である。推定「l径12cm弱。外面及び内側へ少しせり出した口怜部＿卜面に灰釉が施さ

れ、内面は素地である。焼成良好、索地は黄白色を呈する。

0表面採集遺物（第11図62-82)

62-71. 縄文土悩片である。 62は、紺文はRL単節縦転、焼成良好、淡黄色を呈する。 63は波状口

縁の頂部である。縄文はRL単節、焼成良好、淡褐色～］天褐色を呈する。 64は、縄文はLR単節、

焼成良好、オ登褐色を呈する。 65は、縄文はLR単節縦転、焼成良好、外面淡褐色、内面黒褐色を

呈する。 66は、平底の底部である。焼成やや不良、黄(=1色を呈する。 67は、縄文はLR単節縦転、

焼成良、淡褐色を呈する。 68は、縄文はRL単節縦転、焼成良、黄褐色を呈する。 69は底部に近

い破片と思われる。縄文はRL単節、焼成良好、淡褐色を坦する。 70は、縄文はRL単節、焼成

良、黄褐色を星する。 71は、縄文はLR単節、焼成良好、淡褐色を呈する。

72. I: 師質の皿である。推定rI径7.5 cm強、推定底径 4.5cm喝、岱高 2.2cm。底面は[r1]転糸切り。

焼成良好、杞褐色を呈する。

73. 鉄絵染付Jillである。推定底径 4cm強。高台を合む底血を除ぎ、全面に細かい11入のある伶釉が

施されている。索地は］火白褐色を呈する。
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第12図 第 1次発掘調査｛：廿土遺物(3)(l / 4) 

74・75. 濃茶色の鉄釉と貫入のある灰釉をかけ分けた茶碗である。 74は推定「l径11.0cm弱。 75は推

定底径5.0cm弱。胎土はいずれも黄白色を呈する。

76. 片LIの破片である。緑色を帯びた黄褐釉が全面に施されている。貫人が認められる。

77. 全面に貫入のある灰釉が施された磁器である。花瓶などの把手と思われる。胎土灰白色を呈す。

78. 外面に簿い灰釉、内面に濃菟色の鉄釉が施された茶碗である。外面は平行に細かい刺突線が巡

る。須恵質に近く、 /J合七は灰色を呈する。

79・80. 染付茶碗である。 79は推定「l径9.0cm弱、呉須の発色は紺色で、貰入が認められる。 80は推

定[I径10.Ocm強。呉須の発色は青灰色である。

81・82. 染付l[[lである。 81は、推定底径]3.Ocm弱、 ト面にいわゆるプリント柄による文様が施され

ている。呉須の発色は青紺で鮮明。畳付は釉がふきとられている。 82は、高台脇推定径8.0cm、呉

須の発色は古紺で鮮明である。
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N. 第2次発掘調査

1 . 調査の概要

第 2次発掘調査の調査区は、第 1次発掘調査区の北約50mにあり、調査面積は約200m'である。

昭和58年10月6日、パワーショベルによる表土の除去から第 2次発掘調査を開始した。 7日午前

中に精査により遺構を確認し、午後から遺構の調査に入った。 12日に、座標北に揃えた 4m間隔の

グリッド杭を設定し、第 1次発掘調査に倣い、北から南ヘアラビア数字を、西から東ヘアルファベ

ットを付してグリッドを呼称した。

調査は、五輪塔空風輪が出士した第 2号士拡の井戸跡と思われる部分のみやや手間取ったが、他

は順調に進行した。 10月19日には調査区の全景写真を撮影し、 20日の午前中に周辺の安全を確認し

器材を撤収して調査全体を終了した。

検出された遺構は、溝状遺構 1条と土拡で、いずれも近世の遺構と考えられる。土拡は第 9号ま

でナンバーを付したが、切り合い関係を含むものがあるため、実際の数はもう少し多く、前記の第

2号土砿の一部は井戸跡と思われる。出土遺物は、前記の五輪塔空風輪の他、土師質土器（皿、焙

烙など）、瓦質土器（手焙りなど）、陶器（揺鉢、茶碗、壺など）、磁器（染付茶碗）、石臼（粉

挽臼上臼）などがなる。また、流入したと思われる遺物として、縄文土器片、埴輪片、須恵揺片な

どがある。

2 . 遺構と出土遺物

(1) 遺構（第14図～第16図）

0第 1号土砿（第14図） 2・3-D・Eグリッドに位置＾する。少なくとも土砿4基以上の切り合

いと考えられ、北隅は第 1号溝状遺構を切っている。全体の規模は長さ700cmほどで、深さは、南

端の壁の一部が袋状となった不整長円形を呈する上i広が約60cm、中間の南北に細長い幅約120cmの

土琺が約30cm、北端部が30~50cmである。底面はそれぞれほぼ平担であった。不整長円形の土砿

から、いわゆる瀬戸天目の破片が出土した。

0 第 2 号土砿（第14図• 第15図） 3・4-Dグリッドに位附し、土砿3基 (1基は井戸跡か）の

切り合いと考えられる。全体の規模は330X 170cmほどで、深さは、北端の土拡が約45cm、中央の

士砿が約70cm、南西端の径約120cmの不整円形を星する士拡が約160cmである。最も深い不整円形

の土砿は、底は砂利層まで逹しており、井戸跡の可能性がある。この井戸跡と息われる土砿の中

には礫がびっしりと充満しており（第15図）、五輪塔空風輪、石臼片、土師質皿、瓦質揺鉢片な

どが出土した。
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0第 3号土琺（第15図） 4・5-C・Dグリッドに位置し、土砿4基以上の切り合いと考えられ

る。中央の長方形を呈する土琺は、 410X 150cmほどで、深さは35-40cmほどである。その東辺を

切って170X 70cm、深さ約100cmの長方形を呈する土琺が構築されている。この土拡の東辺は攪乱

を受けている。中央の長方形士拡の南西辺には深さ約90cmの土琺があり、さらにその南西端には

径100-120cm、深さ約20cmの不整円形を呈する士琺がある。

0第 4号上琺（第15図） 6-C・Dグリッドに位闘し、土拡2基の切り合いの可能性がある。西

側の上砿は、 350X 100cmほどの大きさだったものと思われ、深さは約30cmである。東側の土域は、

全体を知ることはできなかったが、幅は西側の土拡とほぼ同様、深さは約20cmで、西端に深さ約

55cmと約35cmの 2ヶ所の柱穴状の部分が認められた。

0第 5号土拡（第16図） 7-Dグリッドに位置する。270X80cmほどの長方形を呈し、深さは約30

cmである。底面は緩い起伏がある。流入したものと思われる縄文土栂片、須恵器片が出土した。

0第 6号土拡（第16図） 8-C・Dグリッドに位搬する。110X 75cmほどの不整長円形を呈し、深

さは約10cmである。底面には緩い凹凸がある。

0第 7号土拡（第16図） 7・8-B・Cグリッドに位翫する。全掘はできなかったが、調査でき

た部分だけでも長さ310cmほどになる。深さは最も深い部分で約70cmである。全体は揺鉢状を呈す

るが、底面には凹凸がある。底面近くから礫が数多く出土しており、再利用された可能性のある

埴輪片、鉄釉の茶碗片などが出土した。

0第 8号士拡（第16図） 調査区の南端に位慨し、全掘はできなかったが、長さが640cm以上もある

大きな土域である。深さは約50cmで、東側の壁はごく緩やかに立ち上がる。）氏面はほぼ乎坦であ

る。出土遺物は、流入したものと息われる縄文土器片、須恵器片の他、瓦質土料片（手焙り）、

陶器片（茶碗、揺鉢、徳利、耳付壺）、磁諾片（染付茶碗）などである。

。。第 1号溝伏遺構（第14図） 調査区の北端を東西に横断しており、第 1号土砿北端部に切られて

いる。上輻70-120cm、下輻15-30cm、深さ35-45cm。東側は壁の中位に稜を有し、高底差等によ

る明確な方向性は確認できなかった。

(2) 出士遺物（第17図 1~21)

0第 1号土拡出土遺物（第17図 1)

1、いわゆる瀬戸天目の「l緑部である。推定口径10.0cm。内外面とも黒褐色の鉄釉が施されており、

胎土は灰白色を呈する。第 1号士拡南端の不正円形の土拡より tl'i土した。

0第 2号土拡出土遺物（第17図Z-6) 

2-6は、いずれも第 2号土J広南東端の、井戸跡の可能性のある土拡より，！廿土したものである。

2、土師質の拙鉢である。内面の櫛目は10条 l組で、内面はよく使用されている。内外面とも炭化

物付杵。焼成良好、暗棺褐色を呈する。

3、t師仇の皿である。推定口径11cm強、推定庇径 6.5 cm弱、料高 3.4cm。「l緑部は内腎気味に直
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立する。内面の底は強い指ナデ、底面は回転糸切り。焼成良好、淡褐色を呈する。

4. 瓦質の揺鉢である。推定底径12.0cm、残存高 9.2cm。内面の櫛目は10条 1組。外面下位に炭化

物付着。内面はよく使用されたことが明瞭だが、上位は器面が剥離している。底部は薄い。焼成

良、外面橙色、内面灰色を呈する。

5. 斤輪塔の空風輪である。残存高30.8cm、空輪最大径]7.] X 14. 5cm、頸部径12.6 X 8.8 cm、風輪

最大径16.5Xl2.2cm。正背面はやや平坦に成形されており、横断面は長円形を星する。風輪背面

は中央から上位にかけて若干窯んでいる。正面には朱の日輪の中に、浅い薬研彫の梵字（キャ、

カ）が黒く塗られている。梵字力はあまり明瞭ではないが、字体も若干崩れているようである。

空輪正面下位がわずかに欠損しており、基茎部はほとんど欠損している。石質は輝石安山岩。

6. 石臼（粉挽き臼の上臼）である。凹面となっている下面は、周囲がわずかに輪台状となってい

る。よく使用されており、溝は．わずかにしか認められない。下面中央は芯棒をさし込んだと息わ

れる孔がわずかに認められる。石質は角閃石安山岩である。

0第 5号士拡出土遺物（第17図7・8)

7. 流人したと思われる縄文土料片である。平行沈線間に施された細かい縄文は、 LR単節である

う。焼成良、橙褐色を呈する。

8. 流入したと思われる須恵器高台付J不の破片である。推定底径 7.0 cm。底面は[iJl転糸切り、

は貼付である。焼成良好、灰色を呈する。

0第7号土」広，！廿土遺物（第17図9-11) 

古 .L、
1"J r -1 

9. 拍輪片であるが、 トドの割れ口は平坦に磨られており、何らかの用途に再利用されたことが考

えられる。ハケ目は 1cmあたり 5-6本、内面はハケH調整の後指ナデ。焼成良、黄臼色を呈す。

10. 内外面に鉄釉が施された茶碗（丸碗）である。推定IJ径llcm強。釉はn縁部が黄褐色、 ド位は

濃茶色を呈し、その間は白濁している。焼成良好、胎土は灰白色を呈する。

11. いわゆる瀬戸天IIである。内外而に黒色の鉄釉が施されているが、表而は薄茶色にやや白濁し

ている。胎士は灰白色を呈する。

0第8砂上拡廿',士遺物（第17図12-21)

12. 流人したと思われる縄文L器片である。縄文はLR単節縦転。焼成良好淡褐色在居する n

13. 流人したと思われる須恵謡高台付皿の破片である。高台は剖離している。高台I協の推定径7.Ocm。

底面は/nj転糸切り。焼成良好、 I火色を呈する。

14. 瓦質の手焙りである。外側へ広がる高台があったようで、高台脇の推定径は15.5cmである。体

部外面には形押しによると息われる円形瘤が数多くみられる。焼成良好、 I培褐色を屋する。

15. 燎瓦質の拙鉢片である。焼成堅緻、淡橙褐色を呈する。在地咋と思われる。

16. 陶料揺鉢片である。推定底径15.0cm。内外面とも褐色の鉄釉が施されている。底面はl11I転糸切

り。）l合上は黄白色を唱する。

17. 灰釉と鉄釉をかIJ-分けた茶碗である 0 推定11径11cm弱。 II糸吠部に白濁した灰釉、 /jj,ij;祁に濃荼色

の鉄釉が施されている。）j合上は黄白色を呈する。

18. 陶料の拙鉢である。推定11径31cm翡。内外而とも光沢のなし＼雌い鉄釉が胞されている。）I合上は
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黄白色を呈する。

19. 徳利の底部である。推定底径 9cm弱。体部外面に灰釉が施されており、底面には墨書（金？）

が認められる。胎土は黄白色を呈する。

20. 耳付壺である。推定口径10cm。耳は 1つだけ残存し、両端を押しつぶすようにして貼り付けら

れている。口縁部は折り返し。口唇項部及び胴部内面中位以下に薄く鉄釉が、他の部分はいわゆ

る飴釉が施されている。飴釉には貫入が認められる。胎土は黄灰白色を呈する。

21. 染付茶碗である。呉須の発色は淡青～淡紺色でやや不鮮明。胎土はわずかに灰色がかった白色

を呈する。

0表面採集遺物（第17図22-24)

22. 士師質の皿である。推定口径10.0cm、推定底径 7.0 cm、僻高 2.0cm。底面は回転糸切り。焼成

良好、淡橙色を呈する。

23. 徳利の底部と思われる。推定底径12.5cm。1本部下位及び底面には、ごく薄い鉄釉がハケ状の用

具により塗布されており、その上には灰釉がかけられている。灰釉は底面の一部にも認められる。

胎土は黄白色を呈する。

24. 浅い焙烙の破片である。内耳の有無は不明。推定「l径36.0cm。底部は丸底気味であったものと

思われ、底而はあまり調整されていないようである。焼成良好、外面は橙褐色～黒褐色、内面は

橙褐色を呈する。
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V. 第 3次発掘調査

1 . 調査の概要

第 3次発掘調査の発掘調査区は、第 2次発掘調査区の北側、櫛挽台地寄居面の最末端上である。

台地直ドの水田面にある城下遺跡は、昭和56年12月-57年1月及び57年11月-12月に発掘調査を実

施し、縄文時代後期、古墳時代後期、江戸時代の遺構・遺物などが検出された。

昭和59年5月17日、 18日に、第 3次発掘調査予定地の試掘調査を行って遺構等を確認し、調査対

象区域を延長約 120m、約 1,400mとした。しかし、予定地上の住宅の立ち退き等が遅れたため、

調査区全体を四分割してから A区 ・B区 ・C区 ・D区として、 7月-8月にA区と C区、 10-11月

にB区と D区の調査を実施することにした。

7月6日、パワーショベルによる表土の除去から第 3次発掘調査を開始した。 7月9日、 A区の

精査を行ったが、 A区の北半部は遺構が密巣しており、かなり複雑な切り合い等が予想された。 7

月10日より遺構の調査を開始した。土拡等の切り合いは予想以上に複雑であるため、主要と思われ

る遺構にのみ、番号を付けることにした。 11日に A[叉・C区とも座標北に揃えたグリッド杭を設定

し、今までの経過に倣って北から南ヘアラビア数字を、西から東ヘアルファベットを付してグリッ

ドを呼称した。

遺構の切り合い関係は予想以tに複雑で、第 6号土拡、第 7号土拡のように深い遺構もあり、調

査はかなり手間取った。 7月23日には、第12号土拡の南側は、榎土内に砂利が充満したかなり大き

な遺構であることが確認され、井戸跡ではないかと思われ、第 1号井戸跡とした。このような状態

により、調査にはさらに時間を要することが予想され、当初予定の 8月11日までには、 A区及びC

区の調査を終了することが困難になってきた。また、夏休み期間中であったため、 7月末より作業

員の人数が減ったため、急速8月3日より作業員 /;.,1Q名増具した。

8月6日以降は、 A区は屯に遺構の平面図の実測に終始した。 8月8日、 C区の精査を行い、土

拡4悲を確認、直ちに土拡の調査を行った。 8月9日、 A区と C区の全景写真を撮影、 10日に器材

を撤収し、予定より 1日早く A区と C区の発掘調査を終了した。

B区と D区の調査は、 11月17日・ 18日の、パワーショベルによる表土の除去により開始した。 10

月19日、 D区の精査を行い、土拡10数基を確認した。 10月25日、 D区の範囲図を平板により実測し、

全景写真を撮影、 D区の調査を終了した。平行してB区の北半の精査を行い、第 1-第 5号土拡の

調査を始めた。また、 B区の北東隅より縄文土器片が比較的多く検出されたため、かなり念入りに

精査を行ったが、埋甕 1基のみしか確認できなかった。

B区も、 A区に近い南半は遺構の切り合いが複雑であったが、 A区ほどではなく、調査は比較的

スムーズに進展した。 11月14日、午前中に B区全景を撮影し、午後に料材を撤収し、第 3次発掘調

査を終了した。

A区と B区の出土遺物はほぼ同様の内容で、縄文土器、埴輪、瓦質上苔村（内耳土鍋、鉢、手焙り
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など）、土師質土器（皿など）、陶器（揺鉢、茶碗、皿、徳利、急須など）、磁器（染付茶碗、皿

など）、瓦、板石塔婆、石臼、五輪塔水輪、硯などである。 C区、 D区からは遺物はほとんど出土

しなかった。

なお、 B区第 1号井戸跡の壁面より観察した標準土層は、以下のとおりである。確認面から下へ

約35cmまでが黄褐色ローム、約35-約60cmが黄色ローム、約60-約85cmが粒子の細かい明黄色砂層

（ローム粒子を含む）、約85-約 105cmが粒子の細かい褐色砂層、約105-約130cmが粒子の細かい

灰色砂層、約130-約160cmが粒-fの細かい褐色砂層（やや緑灰色を帯びる）、約 160cm以ドが粒子

の粗い灰色砂層。ここでは礫層は検出されなかった。

2. A区の遺構と出土遺物

(1) 遺構（第19図～第23図）

0第 1号土拡（第19図） 調査区北西隅の、 250X250cmほどの範間である。土拡 3翡以上の切り合

いと考えられる。深さは、中央の最も深い部分で約80cm、両隅の部分で約70cmである。上師質士

器、火鉢（手焙り）の底部、陶賂（湯呑み、徳利）などが,'[',土した。

なお、第 2号溝状遺構との関係は不明である。

0第2号上拡（第19図） 7・8-Eグリッドに位鷹する。全体で260X200cmほどの範囲であるが、

土拡 3基以上の切り合いと考えられる。西側の180X110cmほどの長方形を呈する上拡は深さ約50

cm、その東隣は深さ約30cm、北端の第 2号溝状遺構を切っている七拡は深さ約40cmである。流人

したと思われる須恵謡甕の破片、七師質Jl!L、妬質鉢の底部などが出tした。

0第3号土拡（第19図） 7・8-E・], グリソドに位．潰し、第 2号溝状遺構に切られている。 1[1闊

約110cm、深さ約40cmで、底面は平if¥であるが、東側に台状になった咋fl分がある。拙鉢、火鉢（手

焙り）などが出土した。

0第4号上拡（第19図） 8-D・Eグリッドに位凶する。 300X110cmほどの長方形を湛し、南西側

の土坑に切られている。深さは約30cmで底面は平担だが、径約40cm、深さ約20cmのピノトがあ

る。流人したと屈われる縄文t謡、揺鉢、灯明JUL、染付茶碗、布目のある瓦などが出!:した。
0第5号土J広（第19図） 8-Eグリソドに位隕し、第 2号溝状遺構を切っている。 1111;1約110cm、深

さ約50cmで、底面は平JI[である。七師質皿、瓦質鉢、陶悩鉢などが,'廿上した0

0第6号土拡（第19図） 7-Dグリッドに位附する。 170X120cmほどの長）j形を唱し、深さは約

110cmである。底面より板石塔婆の背間が出tした。

なお、第 6乃[:拡の西側の深さ約50cmの :L:J広からは、索焼ぎの大甕、瓦質鉢、 [~rJ 悩仙鉢、茶碗、

灯JIJ廿1lL、索付の湯呑みなどが出tした。

0第7乃=LJ広（第19図） 8-Cグリッドに位漑する。径約120cmのド］形を閏し、深さは110cmであ

る 硯の破｝『などがii',士した。
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第18図 第 3次発掘調査A区全測図 (1/200) 
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第19図 A悩北半遺構’其測図 (1/80) 
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第21図 A区北半遺構上階浙面図2)(1 /80) 

第 7号土拡の東側の、径約80cm、深さ約40cmの上拡からは内耳焙烙が出土した。第 7号土拡の

南側の、深さ約90cmの上坑からは、陪烙、火鉢、陶岱lf!L、染付茶碗、瓦などが出土した。

0第8号土砿（第19図） 7-D・Eグリッドに位凶する。 220X 120cmほどの長方形を呈し、深さ

約50cmである。上師質皿、灯明Jlflなどが出：l: した。

0第9号士1広（第19図） 6・7-D・Eグリソドに位漑し、第12砂土l―I人に切られている。南側の

深さ約110cmの」J広を、北側の深さ約80cmのu広が切っている。上師質訃i鉢の破片が,c廿土した。
0第10局士J広（第19図） 7-Cグリソドに位屈iする。輻約 120cmの不整長方形を呈し、北東隅は

段状（壁の＾部が袋状になっている）になっており、深さは約90cmである。陶僻蓋、染付茶碗な

どが出上した。

0第11号十拡（第22図） 5・6・7--B・Cグリソドに位閥し，、長）j形の士拡 7悲以卜]の切り合

いである。東側の士拡列は、長さ 300cm前後の長）j形J::t広が、北から南北）j向、東西方I句、南北

)j向と、ltんでお，り、南側の南北方同の上JJ去の両辺は、 180X100cmほどの長方形上拡に切られてい

る。両側の十:J広列は調査区の外へ延びており、完掘はできなかった。深さは全体的に80-lOOcmで

ある。南側の180X100cmの上J広から急須が出 ~1: した。

0第12乃j-:J広（第19/J-<l) 7・8--Dグリソドに位；；付し、第 9砂じJ広を切ってし＼る。第 lJ}:Jl'J, 跡

との関係は不llfjである。 300X120cmほどの長）j形を情するものと判/*Jiされ、深さは80-90cmであ

る。内耳上鍋、上r:m屈鉢、瀬戸｝く日荼碗、 ・,;;¥-j竹系と息われる鉢の底部などが出上した。
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第22図 第11-15号士は実測図 (1/ 80・1 / 40) 
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0第13号士拡（第19図） 7-E・Fグリソドに位韻し、第14号土拡に隣接している。 120X 100cm 

ほどの方形状の部分は深さ約40cmほどであるが、周辺も深さ10-20cmほどで浅く窪んでいる。飴

釉茶碗、灰釉皿、内耳土鍋、瓦などが出土したが、内耳土鍋の破片は、第14号土拡から出土した

ものと接合したものがある。

0第14号土拡（第22図） 6-E・Fグリッドに位履する。完掘はできなかったが、平面形は 270

cm以上になるものと思われ、深さは約 160cmである。平面• 内部ともにかなり不整な形態を呈す

る。土師質皿、内耳土鍋、瓦質甕・鉢、陶器甕• 小壺などが出士したが、特に内耳土鍋が多いこ

とが目立ち、第13号土拡出土の破片と接合したものもある。

0第15号土拡（第22図） 4・5-D・Eグリッドに位置する。調査区外へ延びているため完掘は

できなかったが、長さ 270cm以上、輻は約 150cmである。精査による確認の際には、径70-90cm

の円形の暗褐色土が3つ並び、その外側を黄褐色土が取り巻くような状態で確認されたが、内部

形態は、中央に50-60cmの台状の部分があり、その両側に径80-100 cmの円形の落ち込みがある、

といったものであった。深さは最も深い部分で約60cmである。最も東側部分に、一定レベルで瓦

片が並んでいた。

0第16号土拡（第23図） 5-Dグリッドに位阪する。 150 X 90cmほどの不整長）j形を屋し、深さ

は約20cmである。底面には緩い起伏がある。

0第17号土拡（第23図） 5-Cグリッドに位置する。 110X70cmほどの長方形を呈し、深さは約

15cmである。北東のコーナーに描鉢状の落ち込みがあった。

0第18号土拡（第23図） 4-C・Dグリッドに位置する。 300X 160cmほどの不整長方形を呈する。

深さは約20cmで、底面は凹凸が激しい。

0第19号土拡（第231叉I) 3-C・Dグリッドに位韻する。全体は330X 210cmほどの瓢笥形を呈す

るが、土砿2基の切り合いの可能性がある。深さは、最も深い部分で約40cmである。

0第20号土拡（第23図） 2-Cグリッドに位骰する。完掘はできなかったが、径170-lSOcmほど

の不整円形を呈するものと思われる。深さは最も深い部分で約25cmで、底面は凹凸が激しい。

0第 1号井戸跡（第19図） 6-D・Eグリッドに位骰し、第 9号土砿などを切っている。直径約

330cmはどの描鉢状を呈し、底は確認できなかったが、径 100cmほどで更に直線的に深くなって

いたようである。覆土には大小の礫が充満していた。土師質皿、土師質及び妬質の拙鉢、須恵質

の鉢、瓦質の内耳鉢、焙烙、鉄釉の茶碗、瓦、石臼（茶臼及び粉挽き臼）、五輪塔の水輪、硯な

どが出土した。

0第 1号溝状遺構（第19・23図） 調査区の中央を南北に延びており、第 6号土l広の南側で直角に

西へ曲がり、第 7号土拡の南側で調査l叉外へ達する。輻50-60cm、深さ30-50cmで、各土拡を切

って構築されていたようである。なお、南へ向ってしだいに浅くなっており、南端部は明確には

確認できなかった。

0第 2号溝状遺構（第19図） A区の北端を横断しており、第］号土拡、第 2号土拡、第 5号士拡

などに切られ、第 3号土拡を切っている。上輻60-70cm、下輻30-50cm、深さは40-50cmほどで

ある。
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(2) 出土遺物（第24図～第29図）

0 第 1 号士拡出土遺物（第24図 1~6)

1 . 土師質皿の底部と思われる。底径 3.0cm、底面は回転糸切り後指ナデ。焼成良、淡褐色。

2-4. 瓦質手焙りの底の足である。いずれも足の周囲は丁寧にナデられており、焼成良好、黒褐

色を呈する。 3は足が貼り付けられたことが明瞭で、体部下位に刻み状の文様が確認できる。

5, 白濁した灰釉が施された湯呑みである。推定口径 7cm強。外面は釉が流されており、その流れ

の間に素地が露出している。素地は淡灰褐色を呈する。

6. 徳利の胴部片であろう。内外面とも水挽き痕が明瞭で、外面に暗褐色の鉄釉が施されている。

胎土は灰白色を呈する。

0第 2 号士拡出土遺物（第24図 7~10)

7. 土師質皿である。推定口径10.5cm、推定底径 5cm強、料位j3.6 cm。底部内面は指ナデ痕明瞭、

底面はナデられている。焼成良、黄白色を呈する。

8. 七輪の類の一部であろうか。口縁部に外縁が貼り付けられ、その下に孔がある。焼成良好、陪

褐色を呈する。

9. 妬質描鉢の底部であろう。推定底径14cm。底面は砂底で、外面には指の押圧調整が施されてい

る。焼成良、やや赤みがかった褐色を呈する。

10. 流人したと思われる須恵器甕の胴部片である。内外面に叩き目がある。焼成良好、灰色を呈す。

0第 3号土拡出土遺物（第24図11-13)

11. 瓦質手焙りの底部であろう。貼り付けによる台状の脚がある。脚との接合部の推定径は16.5cm。

底面は平坦。焼成良、灰色～黒灰色を星する。

訟揺鉢である。推定口径34.5cm。内外面に褐色の鉄釉が施されており、内面I'―位は使用のためか

表面が剥離している。胎土は黄臼色を呈する。

13. 土師質の揺鉢である。推定底径12cm弱。内外面とも磨滅しており、内面の櫛Hも不明瞭だが、

5条 1糾のようである。底面はヘラ状工具で削られている。焼成良、淡褐色～淡灰褐色を旱する。

0第4号土拡出土遺物（第24図14-22)

14・15. 流人したと思われる縄文土器片である。 14は縄文がRL単節、焼成良好、外面淡褐色、内

面黒褐色を呈する。 15は縄文がLR単節、焼成良好、陪褐色を呈する。

16. 瓦質の拙鉢である。内面の櫛目は 6条 1組で、直下するものと波状に下るものがある。焼成良、

灰褐色を呈する。

17・18. 内外面に茶色の鉄釉が施された灯明皿である。 17は[1径10.0cm、I氏径 4.0cm、悩高 2.1cm 

で、突堤は貼り付け、胎土は黄臼色を呈する。 18は推定fl径10.5cm、胎土は黄褐色を呈する。

19-21. 染付荼碗である。 19は推定「］径11.0cm、推定底径 4.5 cm弱、悩高 5.4cm。呉須の発色は青

紺で鮮明、釉は透明感のない白。茶笠相にも細い線が•条巡っている。 20は湯呑みであろう。推

定[I径 7.0 cm、推定底径 3cm弱、悩高 5.0cm。呉須の発色は肯紺～紺で鮮明、釉はわずかに青灰

色かかっている。 21は推定口径 9.0cm、呉須の発色は紺でやや不鮮明、釉は淡青灰色。
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22. 紆丸瓦である。瓦当は欠損している。外面は指ナデ、内面は布日調整の後指ナデ。焼成良好、

灰褐色を星する。なお、胎士は中心部が灰色、その外側は淡褐色を呈する。

0第5号土拡出土遺物（第24図23-26)

23. 土師質皿である。底径 7.3 cm。底面は回転糸切り、焼成良好、橙褐色を呈する。

24. 陶器鉢である。推定口径19.5cm。内面及び外面体部には茶色の鉄釉が施され、外面口縁部は、

灰釉の上に褐釉をかけ、青緑色と黄褐色の縞模様を作っている。胎士は淡灰褐色を呈する。

25. 瓦質の鉢である。推定口径42.0cm。焼成良、淡灰色を呈する。

26. 鉢の底部と思われる。推定底径14.5cm。内面及び底面を除く外面に濃茶色の鉄釉が施されてい

る。胎土は黄白色を呈する。

.0第6号士拡出土遺物（第25図27-33)

27-33は、正確には第 6号土拡の西側の深さ約50cmの士拡から出土したものである。

27. 素焼きの大甕の[j縁部であろう。推定口径50.0cm。口緑部外縁には突帯が貼り付けられ、貼り

付け面は双方とも櫛状工具で横及び斜めに調整されている（拓影は貼付面）。内面は丁寧にナデ

られている。焼成良、橙色を呈する。

28. 索焼きの大甕の底部であろう。 27と同一個体かは不明。推定底径22.0cm。枯土板を貼り付けて

底部を作っている。ロクロ使用の後やや粗いナデにより調整されている。底面の調整も粗い。焼

成良、橙色を呈する。

29. 揺鉢の破片である。在地産であろう。焼成良好、赤褐色を呈する。

30. 瓦質のこね鉢である。推定口径39.0cm。内面は光沢在帯びるほどによく磨かれている。外面に

炭化物付着。焼成良好、外面黒灰色、内面黒色を呈する。

31. 内外而に濃茶色の鉄釉が施された茶碗である。推定「l径10.5cm。Cl緑部がくびれるいわゆる瀬

戸天目の器形を星する。胎土は黄白色を呈する。

32. 灯明皿である。推定口径10.0cm、推定底径 4.0cm、器高 2.0cm。内外面とも濃茶色の鉄釉が施

されている。底面は丁寧にナデられ、貼付により突堤は、裾が卜^ヘナデつけられている。 /lf,'上は

黄白色～灰色を呈する。

33. 染付の湯呑みである。推定［」径 6cm強。呉須の発色は、外面は淡紺、内而は灰紺である。胎十＾

に黒色微粒子を含んでいる。

0第7号土1広出士遺物（第25図34-第26図44)

39、40、42、43を除き、第 7号土拡の東側、或いは南側の+:i広より出土したものである。

34. 流入した縄文土岱片である。縄文はRL単節横転。焼成良好、淡褐色を呈する。

35.)乳烙である。推定口径31.5cm弱、岱高 2.2~m。内耳の有無は不明。 I底面~はほとんど調整されて

いない。焼成良好、暗褐色を呈する。

36. 火鉢の休部破片であろう。梵状の突起が数列並んでいる。焼成良好、外而黒灰色、内而淡褐色。

37. J{質火鉢（手）訊fり）の足である。断面図の左側が外側になるもので、 3足のうちの 1つであろ

ぅのいの足と息われる。外血は指の押圧調腺。焼成良好、，＇且灰色を呈する。

38. 瓦質の手焙りである。推定「l径28.0cm。台状の脚が付いていたようであるが、欠損している。
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内面は磨滅している。焼成良好、灰色を呈する。

39. 内耳焙烙である。内耳は体部に橋状に貼り付けられている。ロクロ調整の後体部外面下イ立には

指の押圧調整、口唇部上面は平坦にナデられている。外面炭化物付着。焼成良好、黄白色を呈す。

40. 内面に灰釉が施された皿である。推定底径 5cm弱。貫入が認められる。胎上は黄白色を呈する。

41. 瓦質手焙りである。推定口径34.0cm、推定底径23.5cm弱、器高16.3cm。体部はやや外反して立

ち上り、口唇部は側面と上面が平坦にナデられている。ロクロ調整の後、内外面とも］＾寧にナデ

られている。口縁部と底部に突帯が一条ずつ巡り、口縁の突帯の上に菱形を 4つ集めた形オ川し

の文様が並び、底部の突帯の下には櫛描きによる鋸歯状の文様が巡っている。焼成良好、黒灰色

～灰色を呈する。

42. 石製の硯である。内面は、側面の一部を除いてほとんど剥離している。外面の側面（傍）に、

「□無古（？）」という浅い線刻がみられる。

43. 染付茶碗である。推定口径12.0cm、推定底径 4.5cm弱、器高 5.0cm。呉須の発色は青紺で鮮明。

文様はいわゆるプリントによるものである。

44. 平瓦である。厚さ1.7-1. 8cm。粘土板 1枚作り。表面はやや風化しており、裏面には光沢があ

る。裏表面ともハケ状工具によるナデ痕がある。胎土は黒色粒{-をわずかに合み、焼成良好、黒

灰色を呈する。

0第8号土拡出土遺物（第26図45・-48)

45. 流入した縄文土僻片である。縄文はLR単節、内面に炭化物付許。焼成良、 1翌褐色を呈する。

46. 灯明皿である。推定口径 9cm強。内而及び外而LJ縁部にやや薄い鉄釉が施されている。突堤は

貼付である。胎上は淡黄灰色を呈する。

47. 上師質の皿である。口径 8.5cm、底径 5.1cm、賠高 2.3cm。屁而はj11j転糸切りの後、柾「l痕が

施されている。底部内面は強い指ナデ。ロクロは石lぃl転。焼成良好、杞褐色を呈する。

48. 内面に緑灰色の灰釉が施されたJIJlと息われる陶沿である。推定底径 5cm弱。底面は阿転糸切り。

胎tは黄白色～淡黄灰色を呈する。

0第9乃上拡出土遣物（第26図49)

49. 士師質の1霜鉢である。内面の櫛日は 5条 l組である。焼成良、 11;'y褐色～淡褐色を呈する。

0第10砂上拡出土遺物（第26図50-53)

50. 急須の益であろう。推定fI径 7.5 cm強。内外而に透明な）仄釉が施されており、『l―入が認められ

る。胎土は黄臼色を呈する。

51. 染色茶碗である。推定II径 8.0 cm、推定底径 3cm強、悩高 4.7 cm。文様はいわゆる蒟蒻判によ

るものであろう。呉須の発色は濃紺で鮮明。釉は淡緑色、胎土はi'I色を足する。

52. 絵付の施された磁謡の小鉢であろう。内面に、赤（図の黒線）、緑（図のスクリーントーンの

部分）、金（図の黒喰り部分）で絵付が施されている。胎土は白色を呈する。

53. 染付茶碗である。推定LI径11cm弱。呉須の発色は淡青紺で比較的鮮明、 /lf,I: は白色を11kする。

0第11砂＿ーl杖広出上遣物（第26図54・55)

54. 流人した縄文上料片である。 LI唇部!:而が平JI[に成形されている。横位．の沈線のドに L無節iの
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縄文が施されている。内外面とも調整は粗く、内面には櫛状工具痕が横に走っている。焼成良好、

淡褐色～橙色を呈する。

55. 急須である。推定口径6.5cm。備前系と思われる。、器面は小豆色を星し、焼成堅緻、胎土は微細

で暗灰色を呈する。器面には白点による絵付が施されていたようである。

0第12号土琺出土遺物（第26図56-59)

56. 土師質の鉢である。推定口径27.5cm。内耳の有無は不明。焼成やや不良、淡褐色を呈する。

57. 土師質の内耳上鍋である。外面は指の押圧により調整されており、炭化物が顕著に付抒してい

る焼成良好、暗褐色～黒褐色を呈する。

58. いわゆる瀬戸天目茶碗である。推定LJ径10.0cm、薄く施された釉は、発色も濃茶色～淡褐色と

薄く、貫入が認められる。胎土は黄褐色を呈する。

59. 常滑系の鉢の底部であろう。推定底径11cm強。外面に自然釉がかかっており、内面もわずかに

釉が認められる。底面は［川凸が激しく謁整は不明、胎土は灰色を呈する。

0第13号士拡出土遺物（第26図60-第27図67)

60・61. 流入した縄文土器片である。 60は、徴隆線のドに縄文が施されている。焼成良、 11怜褐色を

屋する。 61は口縁部に近い破片であろう。 RL単節の縄文が、上位で横転され、その下は縦転さ

れている。焼成良好、暗褐色を星する。

62. 内外面に飴釉が施された茶碗の底部である。推定底径 5cm強。條付は釉がふぎとられている。

貰入が認められる。胎土は黄白色を呈する。

63. 内面に1天釉が施された皿の底・部である。貫人が認められる。胎上は黄(I色を足する。

64-66. 瓦質の内耳土鍋である。 64と65は、第13号士拡と第14ゲ｝」．：砿から什’，七した破片が接合した

ものである。 64は、推定fl径28.5cm、推定底径25.5cm弱、怜苔高14.6cm。JIFF部は K面及び外面が

平坦にナデられている。〗付部は直立し、頸部の屈廿hは弱く、 11緑部は内付気味に間く。内耳は l

つだけ残存し、ロIf令部から頸部に橋状に貼り付けられている。ロクロ:i杭l整、内面全面及び外面fI 

縁部は丁獣な横ナデが施されている。胴部ド位の輪積み痕明瞭。外面に炭化物付着。なお、 I氏部

はほとんど欠損している。焼成良好、外面黒I仮色、内面灰色を限する。 65は、推定口径24.0cm、

推定底径19.5cm、器高16.2cm。胴部は直立し、 LI緑部は内賛気味に開く。内耳はほぼ対而に 2つ

残存し、口悴部から頻部に橋状に貼り付けられている。ロクロr;/,',J整、内面は］＾席にナデられてお

り、外面は指の押圧の後粗くナテられている。）JH部下位の輪積み瞑明瞭。外面に炭化物付着＾。底

部はほとんど欠損している。焼成良好、 ;;l』I仮色を呈する。 66は、推定fI径26.0cm。内汀は残って

いない。平±llな口屈部は内側を向いている。ロクロ調整、内外面ともよくナデられている。外面

に炭化物付着。焼成良、淡灰褐色を呈する。

67. 瓦である。膨抑しによる網ri状の文様が、表面は陽、裏面は陰の状態で施されている。焼成は

良好で須恵質、 I八色を呈する。

0第14砂上砿出上遣物（第27図68-第28図82)

68. 流人した上Mi悩甕の破片である。外川iI: 位はハケ11,謁整、 ド位は木黄方向のヘラ削りのようであ

る。内面は横方向のヘラナデ。焼成良好、淡褐色を呈する。
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69. 士師質皿である。推定口径11.0cm、推定底径 5cm強、器高3.1cm。器肉やや厚く、体部は内彎気

味で丸い。底部内面には指ナデ痕、底面には柾目痕がある。焼成良、淡黄褐色を呈する。

70. 常滑甕の破片である。外面に叩ぎ目があり、内面はあまり調整されていない。外面淡褐色、内

面灰色を呈する。

71-74. 瓦質の内耳土鍋である。 71は、推定口径33.0cm、推定底径23.5cm、器高17.8cm。内耳は 1

つのみ部分的に残存。胴部は直立し、頸部は強く屈曲、口縁部は内彎気味に開く。ロクロ調整、

内面全面及び外面口縁部は丁寧なナデ、胴部外面は指の押圧の後粗いナデ。底面はあまり調整さ

れていない。胴部外面炭化物付着。なお、口縁部はやや扁平で、長円形状を呈するようである。

焼成良好、黒灰色を呈する。 72は内耳部分の破片である。内耳は向ってやや左へ傾いている。外

面に炭化物付着。焼成良好、黒灰色を呈する。 73は、推定口径26.0cm。胴部は直立し、口縁部は

内彎気味に少し開く。胴部外面下位は指の押圧が施されており、炭化物が付着している。ロクロ

調整、焼成良好、外面黒色、内面黒灰色を呆する。 74は内耳土鍋の底部であろう。推定底径21.5 

cm。底面はナデられていたようである。焼成良好、灰色を呈する。なお、第26図64・65は、第13

号土砿と第14号士拡から出土した破片が接合した内耳士鍋である。

75-77. 瓦質の鉢である。 75は、推定口径32cm弱。ロクロ調整、外面は指の押圧が施されている。

外面に炭化物付着。外面黒褐色、内面淡灰褐色を呈する。 76は、推定底径13cm弱。外面はやや磨

滅しており、底面はヘラ状工具で削られている。焼成良、黒灰色を呈する。 77は、推定底径22.0

cm。底面はナデられている。焼成良、暗灰色を呈する。

78. 陶器鉢の底部である。推定底径 9cm強。底面はヘラ状工具による回転削り。部分的に流れた灰

釉が認められる。黄白色を呈する。

79. 瓦質の大甕の口縁部である。推定口径34.0cm。内外面とも磨滅しているが、特に内面が激しい。

口唇部内面に浅い沈線状の屈曲がある。焼成良、黒灰色を呈する。

80. 須恵質の鉢の底部であろう。推定底径11.0cm。底面はナデられている。焼成やや不良、淡灰色

～淡灰褐色を呈する。

81. 在地産と息われる壺の肩部である。外面に横位の櫛l」痕がある。内面は輪禎み痕IIJJ瞭。焼成良

好、胎士は橙褐色、表面は灰褐色を呈する。

82. 鉄釉の小壺である。推定口径7.5cm、推定底径5.5cm、器高11.5cm。外面の胴部下位と内面「l縁

部に小豆色の鉄釉が施されている。底部の調整はやや粗い。索地は黄白色を呈する。

0第15号土琺出土遺物（第28図83・84)

83・84. 平瓦である。いずれも粘上板 1枚作りである。 83は、厚さ 1.6cm。上面はやや風化してい

る。黒灰色を呈する。 84は、厚さ1.7-1. 9cm。裏面の調整は表面に比べやや粗い。黒販色を呈す

る。

0第 1号井戸跡出土遺物（第28図85-第29図104)

85. 流人した縄文土僻の底部である。推定底径7.0cm。底面は平附にナデられている。焼成良好、淡

杞褐色を呈する。

86. 流人した舶輪片である。ハケ目は 1cmあたり 5-6本。焼成良、淡橙色を星する。
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87・88. 土師質の皿である。 87は、推定口径13cm弱、推定底径 7cm弱、謡高 2.4cm。焼成良好、淡

褐色を呈する。 88は、底径 5.2cm。底面回転糸切り。焼成良好、淡褐色を呈する。

89. 妬質の揺鉢であろう。内面の櫛目は不明。推定底径14cm強。外面底部の問縁に指の押圧が施さ

れている。底面は砂底であろう。暗褐色を呈する。

90. 土師質の揺鉢である。推定底径12.5cm。内面の櫛目は 8条 1糸11か。底面はナデられている。焼

成良、外面淡褐色、内面暗褐色を呈する。

91. 流人した須恵器甕の胴部破片である。外面にll!Jぎ目があり、内面の調整は粗い。焼成良好、淡

灰色を呈する。

92. 須恵質の鉢の口緑部である。推定口径31cm強。かなり開く謡形と息われる。口唇・部は内曲し、

その先端は鋭い。焼成良好、淡灰色を呈する。

93. 瓦質の内耳鉢である。内耳は橋状に貼り付けられ、貼り付け部の周辺に指の押圧が施されてい

る。体部内面は横位のナデ、外面は指の押圧が施されている。外面に炭化物付着。焼成良好、黒

灰色～灰色を呈する。

94. 丸瓦である。表面はヘラ状工具で縦に削られており、裏而には布日がある。焼成良、淡灰褐色。

95. 内耳焙烙の破片であろう。内耳は残存していない。推定口径39.0cm、悩高 5.6cm。外面ド位は

指の押圧調整、底面はほとんど調整されていない。焼成良好、外面黒術色、内面淡褐色を呈する。

96. 磁悩の茶碗である。推定口径11.0cm。内外面とも褐色の鉄釉がり他されている。 /j合士は日色を望

する。

97-102. 石臼である。 97は茶 fl の上 [I である。径20.0~20.2cm 、高さ 14. 5~l 4 . 8cm、芯棒孔径2.8

cm。上面は周縁が堤状となり、 1/1央は平j[I_でよく磨かれて＼ヽる。側面に対称的に、菱形の浮ぎ彫

りとその中央の握り手を差し込んだ）j形の孔がある。 1111面となっているド面は磨滅しており、溝

は確認できない。石質はスコリア質の輝石安山岩である。 98は焙HのIく「1である。推定底径28.0

cm。受皿部の悲部が残存してし＼る。底面は必棒の孔に向ってロート状を呈して＼ヽたようである 0

受皿部のK面と接地面はよく磨かれてし＼る。石質は輝石安山岩である。 99は粉挽ぎ flの l:Hであ

る。推定径34.0cm、高さ10.0cm。 卜［川は屑縁が堤状となってしヽる。凹面とな＇）てし＼る I汀(riは、よ

く使用されたものと息われ、溝は確認できなしヽ。側面に四角し＼孔（欠拍のため内部の形訣はイ~IIJI)

があり、 卜-面に芯棒をさした円形の孔がわずかに認められる。 111'[は安山店である o JOOと 101

は菟H受llflの破片である。 100はNil緑が堤試となっており、推定径42.0cm。ti質はスコリア質の

細石安山岩である。 101はt面が平J且で推定径38.0cm。肘さはう上してし＼なし＼。削di安山内であ

る。 102は粉挽き臼のドHである 0 推定径28.0cm、;;':jさ12.7cm。 Li孔iは周緑が堤状となっており、

投物笠を人れたと息われる孔が認められる。凹血とな＇）てし＼る I汀/tiは1窮滅して＼＼るか、粗く i溝が

数条，忍められる。石質は輝石安山岩である。

103. Ii. 輪塔の水輪である。径21.5~21.8cm 、 i;'りさ 15.4cm。し＼びつな味膨を惜し、止面かT·JII_I こ成形

されてし＼る。 Lr汀(riは拙鉢状に窪んでしヽる 0 tiりlは輝石＇如 11兄｝である。

104. イ！製の硯である O iiりさ 1.5cm。 卜面の提はわずかに残仔してしヽる。よく使川されたらしく、他

Ill 1/1i: tか；た；り礼りくな-)'(し＼る。
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3. B区の遺構と出土遺物

(1) 遺構（第31図～第36図）

0第 1号土砿（第31図） 16-Gグリッドに位置する。幅約70cmの長方形を呈し、調査範囲外へ延

びている。深さ約45cm。壁は若干袋状となり、底面は平坦である。

0第 2号土砿（第31図） 16-Gグリッドに位置する。幅約 150cmで、長方形状又は長円形状を呈

するものと思われ、調査範囲外へ延びている。深さ約55cm。底面には緩い起伏がある。

0第 3号土拡（第31図） 16-Hグリッドに位置する。長さ約 140cm、幅約 110cmの方形状を呈す

る。深さ約35cm。底面は平坦である。

0第4号土拡（第31図） 14・15-G・Hグリッドに位置する。長方形を呈する土砿少なくとも 3

拮の切り合いである。東側の土拡は、長さ約 320cm、幅約 100cm、深さ約30cm。中央の土拡は、

長さ約 180cm、輻約 120cm、深さ約35cm。西側の土拡は、長さ約 305cm、幅約110-160cm、深さ

30-35cmで、北端部は別土砿との切り合いの可能性がある。 3晶の新旧関係は、東側の土拡が最

も古く、次いで中央、西側の土I広が最も祈しい。

0第 6号土拡（第31図） 14-Gグリッドに位置する。長さ約 200cm、輻90-100 cmの長方形状を

呈する。深さは 5-10cmで、ほとんど砿屁部分しか残っていなかった。底面には緩い起伏がある。

0第 7号土拡（第32図） 13・14-Hグリッドに位鷹する。長さ約 210cm、輻75-100 cm。南側は

深さ 5-10cmと浅く、緩く傾斜して南側は深さ約15cmである。

0第 8乃土砿（第32図） 13・14-Iグリッドに位置する。上砿 2悲の切り合いであるが、完掘で

きなかったため、形状は不明である。北側の深さ約50cmの土砿が、南側の深さ約10cmの土砿を切

っている。底面はいずれも平坦である。

0第 9砂土砿（第32図） 13・14-Gグリッドに位闘する。長さ約 240cm、輻約 120cmの長方形を

呈し、深さ約 100cmである。底面は平l且である。

0第10号上砿（第32図） 13-Hグリッドに位置する。長さ約 155cm、幅約80cmの長方形を呈する。

深さは約10cmで、ほとんど平飢な拡脳部分しか残っていなかった。

0第11,;-」:J広（第32図） 13--Hグリッドに位設する。少なくとも土拡 2基の切り合いで、西側の

小さい土琺が東側の土砿を切っている。西側の土砿は長さ約90cm、輻50~55cmの長方形を呈し、

深さは30-35cmである。）j位面は緩い起状がある。東側の土拡は長さ約 180cm、輻45-75cm、深さ

約10cmと浅く:、北端は深さ約30cmほどのピット状となっている。

0第13号土拡（第32図） 15-Hグリッドに位訳する。深さ10-20cmの小土拡 3悲が梨合したもの

と者えられる。

0第14灼土拡（第33図） 13・14-Gグリソドに位附し、第 9月,:U広と並んでいる。長さ約 240cm、

輻110-120cmの長方形状を呈し、深さ約90cmである。底面は平j:II_である。

0第15号土拡（第33図） 12-Fグリッドに位骰する。長方形士砿 2晶の切り合いである。南側の

土拡が北側の=U広を、掠るように切っていたようである。南側の土拡は、長さ約 180cm、輻 110
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~130 cm、深さ約60cmで、西端に階段状の部分がある。南側の土拡は、長さ推定約 220cm、幅約

110cm、深さ 60~70cm。北東隅に底面からの深さ約20cmのピット状の部分がある。底面はいずれも

平坦である。

0第16号士絋（第33図） 12-Gグリッドに位置する。主体となる土拡は、北側の長さ約 220cm、

輻約 130cm、深さ約80cmの長方形の土拡であるが、その南側へ数基の土拡が連続して切り合って

おり、さらに第 1号溝状遺構へ繋がっている。

0第18号土拡（第33図） 12-Hグリッドに位旗する。完掘できなかったため形状は不明である。

深さは35~40cmで、底面は緩い起伏がある。

0第19号上拡（第33図） 12-Fグリッドに位渥する小土拡である。径約 100cm、深さ 10~15cmで

北端が皿状に若干深くなっている。

0第20号土拡（第33図） 11·12-D·E グリッドに位鷹する。土拡 3~4 陥の切り合いと考えら

れる。西側の土拡は、長さ約 330cm、輻約 160cm、深さ約25cmで長方形を呈し、中央の土砿に切

られ、第 1号溝状遺構を切っている。中央の土拡は、長さ約 150cm、輻約 110cm、深さ約50cmの

長}j形を呈する。底面には一辺約70cmの、さらに20cmほど深いピット状の部分がある。東側のI:

拡は、幅10s~120cm、深さ約30cmの長方形を星する。

0第23号A土拡（第34図） 11-Eグリッドに位置する。長さ約 320cm、輻100~130cmの長）j形を

呈し、深さ約50cmである。底面は平±l1で、西側は他の浅い上拡を切っている。 I雷鉢の破片などが

出土した。

0第23号B土拡（第34図） 11-Eグリッドに位鷹する。長さ約 180cm、輻90~130 cmの不整形を

呈する。深さ約40cmで、底面は平坦である。第23妙A_J:拡との切り合い関係は不明である。灰釉

の飾皿が出土した。

o・ 第23号C土砿（第34図） 11-D・Eグリソドに位附する。輻約 100cmの長方形を呈するものと

思われるが。調査範圃外へ延びているため、長さは不明である。底面には緩い起伏がある。

0第24号土拡（第35図） 9・10-Dグリッドに位固する。謁査範間際であるが、長さ約 460cm、

幅約 130cmの長方形を呈し、深さ約90cmで底面は平坦である。東壁の憎flに攪乱を受けている。

土師質[[[Lや瓦などが出土した。

0第25号土拡（第35図） 9-Dグリソドに位置する。 100X 110cmほどの不整円形を呈し、深さは

約40cmである。備前系と思われる皿がr'-1-'r土した。

0第26号土拡（第35図） 9-C・Dグリッドに位鷹する。調査範間外へ延びているため形状は不

明だが、幅約 140cm、深さ約50cmで、底面は平坦である。

0第27号上拡（第34図） 11-Fグリッドに位置する。南端は他の土J/公と切り合っているが、長さ

約 190cm、輻90~110 cmの長）j形を堪していたものと思われる。深さは約40cmで、底面は平J廿で

ある。

0第28乃土砿（第34図） 10-E・Fグリッドに位閥する。 J:[Iはl70X 200cmほどの不整形を呈し、

深さは約 150cmで、底面は砂利層に逹し、あまり平坦ではない。壁は袋状を呈し、特に東南隈は

40-SOcmも突r'廿していた。須恵質鉢、士師[[ILなどが出L:した。
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0第29号土拡（第34図） 10・11-D・Eグリッドに位置する。土拡 2基の切り合いで、東側の輻

約90cm、深さ約50cmの土拡が、西側の長さ約 250cm、深さ約60cmの土拡を切っている。なお、東

側の士拡は第28号土坑に切られている。土師質甕の底部や、青磁と思われる破片などが出土した。

0第30号土拡（第35図） 10-Dグリッドに位韻する。長さ約 210cm、輻約 140cm、深さ約20cmで

底面は平坦である。

0第31号土拡（第35図） 8・9-D・Eグリッドに位誼する。長さ約 430cm、輻は東半が約120cm、

西半が北側に突出していて約 170cmである。深さは60~70cmで、底面は平坦である。西半は一部

に攪乱を受けている。上師質皿、鉢、陶謡の蓋のつまみ、臼土を施した皿などが出土した。

0第32号士拡（第35図） 調査区の南西隅に位閻し、完掘できなかった。長さ（或いは輻）約190cm、

深さ約50cmで、東側の他の土拡を切っている。瓦質揺鉢の破片がt廿土した。

0第33号土拡（第35図） 8-Fグリッドに位謹する。調査範囲外へ延びているため、形状は不明

であるが、幅約 110cmの長方形を呈していたようである。深さ約25cmで、一部に撹乱を受けてい

た。

0第34号土拡（第35図） 調査区の南東端に位置し、形状は不明であるが、士砿3晶の切り合いと

みられる。西側の輻約 130cmの土拡は、深さ約80cm、北西部分は深さ 35~40cm、南両部分は深さ

約50cmである。常滑甕の胴部破片、揺鉢の底部、灯明肌などが出土した。

0第35号土拡（第35図） 9・10-D・Eグリッドに位凶する。 270X l00~120cmほどの不整形を呈

し、深さ 5~10cmほどの浅い土拡である。土師質鉢の口緑部が出士した。

0第36号土拡（第35図） 9-Dグリッドに位閻する。 150X100cmほどの大きさと息われるが、深

さ 5~15cm と浅かったため、形状は明確にしえなかった。染付の湯呑みが出土した。

0第38号士拡（第35図） 9・10-Eグリッドに位岡する。土拡 2J店の切り合いと息われるが、 t

1本となる土拡は長さ約 360cm、幅約 120cmの長）j形を呈し、深さは約75cmで、底而は平J且である。

0第 1号井戸跡（第36図） 9・10-Fグリッドに位限する。径280--300cm、深さ約 210cmで、底面

は皿状に窪んでいる。土層はかなり複雑であるが、段階的に埋まっていったことが推定される。

•土師質皿、揺鉢、内耳鍋、瓦質鉢、瓦、砥石などが｛片上した。

0第1号溝状遺構（第30・33図）、 11グリッド内を、第16乃土拡南端部より発し、第20妙上砿に切

られ、第23号A土拡に達している。 日屈35~50cm 、 F輻10~20cm、深さ 15~30cmで、西側の方が

若干深くなっているようである。第16号土拡と第20砂土拡の間では、北壁にテラス状の部分があ

ることが認められる。
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(2) 出土遺物（第37図～第40図）

0第1号土琺出土遺物（第37図）

黒耀石のフレイクである。長さ2.1cm、幅1.2cm、原さ0.2-0.3cm。表裏面とも細かいフィッシ

ャーがみられる。

0第4号土砿出士遺物（第37図1-24) 

第4号土拡は、第 1号埋甕に近く、流入した縄文土器片が多く出土した。

1 -22. 縄文土器片である。 1は波状口縁である。内面は横位に丁寧に磨かれており、外面には炭

化物が付着している。焼成良好、黒褐色を呈する。 2も波状口縁である。縄文はRL単節で、ロ

唇部で横転、それ以下は縦転である。焼成良好、黄白色を呈する。 3も口縁部の破片である。沈

線で文様が区画されており、縄文はRL単節である。焼成良好、黒褐色～暗褐色を屋する。 4は、

縄文はRL単節、焼成良好、暗褐色を星する。 5は、縄文はRL単節、焼成良、暗褐色を呈する。

6は、縄文はRL単節、焼成良、橙褐色を呈する。 7は、 LR単節の縄文と無文部の境はわずか

に隆起している。焼成良好、外面淡褐色、内面暗褐色を呈する。 8は、縄文はRL単節、焼成良

好、暗褐色を呈する。 9は胴部下位の破片であろう。縄文はRL単節、焼成良、橙褐色を呈する。

10は隆線が垂下している。縄文はRL単節、焼成良、黄白色を呈する。 11は、縄文ぱLR単節、

焼成良好、淡褐色を呈する。 12は、縄文はLR単節、焼成良好、淡褐色を呈する。 13は、縄文は

RL単節、焼成良、黄白色を呈する。 14は内面に炭化物が付着している。縄文はRL単節、焼成

良、橙褐色を呈する。 15は内面がよく磨かれている。縄文はRL単節、焼成やや不良、外面暗褐

色、内面灰褐色を呈する。 16は、縄文はRL単節、焼成良好、暗褐色を呈する。 17は、縄文はR

L単節、焼成良、外面暗褐色、内面黄灰褐色を呈する。 18は内面が横位に細かく丁寧に磨かれて

いる。縄文はRL単節、焼成良好、黄白色を呈する。 19は隆線が乖下している。縄文はRL単節、

焼成良好、淡褐色を呈する。 20は、縄文はRL単節、焼成良好、淡褐色～淡橙褐色を呈する。 21

は、文様は沈線のみで、内面に炭化物が付着している。焼成良、淡褐色を呈する。 22は、縄文は

RL単節、焼成やや不良、淡褐色を呈する。

23. 流入した賄輪片である。外面のハケ目は 1cmあたり 6本。内面はナデられている。焼成良好、

橙褐色～暗褐色を呈する。

24. 上錘である。 2分の 1以J-.を欠損している。最大径1.0cm、孔径0.35cm。孔は頁直ぐに通り、表

面は丁寧にナデられている。焼成良好、淡褐色を呈する。

0第9号土琺出土遺物（第37図25)

25. 流人した縄文土器片である。底部に近い破片であろう。縄文はRL単節、焼成良好、暗褐色を

呈する。

0第11号土拡出土遺物（第37図26)

26. 流入した縄文土悩片である。微隆線による文様が描かれている。焼成良好、淡褐色を呈する。

0第13号土琺出土遺物（第37図27・28)

27・28. 流人した縄文土器片である。 27は口縁部の破片で、縄文はRL単節、焼成良好、淡橙褐色
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を呈する。 28は、縄文はRL単節、焼成良好、外面黄褐色、内面暗褐色を呈する。

0第15号土拡出土遺物（第37図29)

29. 須恵質の小皿であろう。推定口径 7cm弱。内面に緑色を帯びた灰釉が施されており、特に下に

厚く溜っており飴釉状となっている。釉の一部は外面の口縁部にも流れている。胎土は灰白色を

呈する。

0第16号士琺出土遺物（第37図30・31)

30. 土師質の皿又は甕の底部と思われる。推定底径4.5cm。内面は指ナデ、底面は匝転糸切りの後、

柾目痕が施されている。焼成は良好で軽質である。淡褐色～黄白色を呈する。

31. 須恵質の灰釉壺の口縁部であろう。推定口径11cm弱。折り返し口縁で、外面口唇部及び内面に

灰釉が施されている。胎土は灰白色を呈する。

0第21号土拡出上遺物（第37図32)

32. 土師質皿である。推定口径11.5cm。ロクロは右回転であろう。焼成良好、淡橙褐色を呈する。

0第23号A土拡出土遺物（第37図33)

33. 土師質の揺鉢である。推定底径15.5cm。内面の櫛目は、底面に合わせることなく円形を描いて

いる。内面はよく使用されている。焼成良好、淡褐色～黒褐色を呈する。

0第23号C士城出土遺物（第38図34)

34. 磁器質の灰釉飾皿である。口径15. 0 X 10 . 2cm、底径5.7cm、料高2.9-3.4cm。畳•付及び高台内を

除き灰釉が施されており、貫入が認められる。口緑部には指の成形痕が認められ、また、 II縁部

の一部は黒ずんでいる。索地及び胎士は灰臼色を呈する。

0第24号土拡出土遺物（第38図35-37)

35. 土師質皿である。底径6,4cm。底面は回転糸切り。焼成良好、淡褐色を呈する。

36・. 瓦質鉢の口縁部である。内耳がつくものと思われる。外面に炭化物が付辟している。焼成良、

妖白色を星する。

37. 平瓦である。表面には沈線による枠線が施されていたようである。表面は櫛状工具による調整

の後、ヘラ状工具でナデられている。裏面はヘラ状工具でナデられている。焼成良好、 J火色を呈

する。

0第25号土砿出土遺物（第38図38)

38. 外面に）仮釉、内面に鉄釉が施された皿である。推定底径7.5cm。外面に透明感のある緑色を帯び

た黒灰色の灰釉が施されており、貫人が認められる。内面には濃茶色の鉄釉を流しており、骰付

にも薄く鉄釉が施されている。胎土は黒褐色を呈する。

0第27号士拡出土遺物（第38図39)

39. 流入した縄文土器片である。縄文はRL単節。焼成良好、外面灰褐色、内面淡褐色である。

0第28号土砿出土遺物（第38図40-43)

40. 流入した縄文土賠片である。料面は磨滅しているが、縄文はLR単節と息われ、最も I:位で横

転、その下は縦転している。焼成やや不良、黄白色を呈する。

41. 須恵諾鉢の1-,縁部と思われる。推定口径24.0cm。口唇部は肥)']!:し、 日面に沈線が巡っている。
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外面に自然釉がかかっている。焼成良好、灰色を呈する。

42・43. 土師質の皿である。 42は、口径12.4cm、底径 6.6cm、器高 2.6cm。体部は外反して聞く。

底面は回転糸切り。焼成良好、暗褐色を呈する。 43は、口径 7.8 cm、底径 5.5cm、器高 1.5cm。

灯明皿であろう。外面に煤が付着している。底面は回転糸切り。焼成良、淡褐色を呈する。

0第29号土琺出士遺物（第38図44・45)

44. 土師質の甕の底部と思われる。底径 4.3cm。底面には柾目痕が残っている。焼成良好、淡灰褐

色を呈する。

45. 青磁の小鉢であろう。推定底径 5.5cm弱。底面を除いて施された釉は透明な緑灰色を呈し、貫

入が認められる。胎土は、やや青色を帯びた灰白色を呈する。

0第31号土拡出土遺物（第38図46-52)

46. 浅鉢形の縄文土器の口縁部と思われる。平坦な口唇部は内側に突出し、外面に刻み目が施され

ている。焼成良、淡褐色を呈する。

47. 須恵器広口壺の口縁部であろう。推定口径18.5cm。折り返し D縁である。焼成良、灰色を呈す。

48・49. 土師質の皿である。 48は、推定口径11cm弱、推定底径 6.0cm、器高 2.4cm。底面は［りl転糸

切りの後ナデられている。焼成良、暗褐色を呈する。 49は、推定口径 8.0cm、推定底径 5.5cm、

器高 1.8cm、ロクロは左回転であろう。 I氏面は回転糸切りの後ナデられている。焼成やや不良、

淡灰褐色を呈する。

50. 土師質鉢の底部であろう。推定／底径13.5cm。底面は回転糸切りである。焼成良好、淡褐色を呈

する。

51. 陶器蓋のつまみである。上面の釉は、臼色の地に橙褐色のものが霜降り状に施されている。下

面の釉は、白色で貫入が認められる。胎土は黄灰色を呈する。

訟内面に白い化粧土による文様が施されたl!llである。推定底径 4.5cm。釉は透明で、地は灰褐色

を呈する。内面に共ドチがある。底面は回転糸切り。外面は索地のままで、灰色を呈する。

0第32号土拡出土遺物（第38図53)

53. 瓦質の揺鉢である。内面は斑点状に剥離しているが、浅く Hの粗い櫛目が施されている。焼成

良好、外面灰褐色、内面灰白色を呈する。

0第34号土砿出土遺物（第38図54-56)

54. 常滑甕の胴部破片である。外面に霜降り状に自然釉がかかっている。内面はあまり調整されて

いない。外面灰色～灰褐色、内面暗褐色を呈する。

55. 揺鉢である。推定底径10.0cm。内外面及び底面に小豆色の鉄釉が施されている。内面の櫛目は

7条 l組。底面は回転糸切り。胎士は黄白色を呈する。

56. 灯明皿であろう。推定口径11.5cm。口唇部に緑色を帯びた灰釉が施され、貰人が認められる。

胎土は黄白色を呈する。

0第35号土砿出土遺物（第38図58)

58. 土師質の鉢である。推定口径34cm強。ロクロ調整。「l唇部はわずかに内曲している。焼成良、

淡妖伽色を呈する。
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0第36号土拡出土遺物（第38図57)

57. 染付茶碗である。推定口径7.0cm。呉須の発色は青灰色で鮮明。胎土は白色を呈し、黒色微粒子

を含んでいる。

0第 1号井戸跡出土遺物（第38図59-第39図77)

59・60. 流入した縄文土器片である。 59は隆線が垂下している。縄文はRL単節、焼成良、外面淡

灰褐色、内面暗褐色を呈する。 60は両耳壺の破片と思われる。微隆線による文様と RL単節の縄

文が施されている。内面はかなり剥離している。焼成良、淡褐色を呈する。

61. 流入した植輪片である。 fIJ筒に鰭状の部分が貼り付けられている。ハケ目は 1cmあたり 5-6

本。内面はナデられている。焼成良、橙褐色を呈する。

62-66. 土師質の皿である。 62は、推定口径14.0cm、焼成良好、淡褐色を呈する。外面下位に黒斑

がある。 63は、推定口径11.0cm、焼成良好、淡褐色を呈する。 64は、底径5.5cm、底面は回転糸切

りで、ヘラ状工具により刻まれたような段がある。焼成良好、黄白色を呈する。 65は、推定底径

4.5cm、底面は阿転糸切りである。焼成良好、黄白色を呈する。 66は、推定底径5.5cm強、底面は

回転糸切りである。

68. 上師質のt'rii鉢である。内面に深い櫛目が施されている。外面は完全に剥離している。焼成良好、

淡褐色を呈する。

67・69-71. 瓦質の内耳土鍋である。 67は内耳部分の破片である。内耳は向ってやや左に傾いてい

る。内耳の下の貼り付け部は外側から強く押圧されている。外面に炭化物付将。焼成良好、灰色

を呈する。 69は、推定口径36.5cm、推定底径25.5cm、器高16.4cm。内耳は 2つ残存し、ほぼ対面

の位骰に貼り付けられている。体部はわずかに外傾し、屈曲して、 LI縁部は内彎気味に開く。ロ

クロ闘整の後、内面全面及び外面口縁部から体部上位は「寧な横ナデ。 1本部外面F位及び底面は

ほとんど調整されていない。外面に炭化物付着。焼成良好、黒灰色を呈する。 70は、 r,径28.0-
29.2cm、推定底径22.0cm、器必15.1cm、Cl径は長円形にやや歪んでいる。内耳は、ほぼ対面の位

縦に 2つ残存しているが、いずれも部分的に欠損している。体部は直立し、屈曲して、口縁部は・

外傾して開く。ロクロ調整、内面全面及び外面口縁部はよくナデられている。イ本部外面は、指の

押圧の後に粗いナデが施されているようである。｝底面は周緑がヘブ状工具により削られている。

体部外面に炭化物付着。焼成良好、黒灰色を呈する。 71は、推定口径26cm強、内耳は残存してい

ない。 n杯部I:面は平飢で、頸部の屈曲は緩い。ロクロ調整、外面炭化物付着。焼成良好、淡灰

褐色を足する。

72・73. 瓦質鉢の底部である。 72は、推定脳径13cm強。料面は磨滅が激しい。焼成良好、灰褐色を

呈する。 73は、推定底径20.0cm。ロクロ調整の後、指ナデによる調整が施されている。底面も］＾

寧にナデられている。底面とその周縁を除き、炭化物付着。焼成良好、黒褐色を呈する。

74・75. 平瓦である。 74は、表面は叩いた後にヘラ状工具でナデられていたようである。裏面はヘ

ラ状工具でナデられている。焼成良好、灰色を呈する。 75は、表面に縄日が施されており、裏面

はヘラ状工具でナデられている。焼成良好、灰色を呈する。

76・77. 砥石である。 76は、輻 2.5cm、図のド面がよく使用されている。石質は凝）仮岩である。 77

―-67 -



ヽ □ 74 

•>"
[] t 
し―__J 

69 

-―---I ---------

~_c- --一ーーニ「

／
73 

二二二
\>

゜
7
 ロ

［

Ii!ー
／
／
／

＼ 4 

0 10cm 

’’’  

第39図 第 3次発掘調査B区出t遺物13)(l / 4 

- 68 -



は、幅 3.2cm、図の下面がよく使用されている。石質は凝灰岩である。

O埋甕（第40図78)

78. 15-Eグリッドに逆位であったものである。口縁部のみ残存していた。推定口径22.5cm。口唇

部の突起は、 4単位の可能性が高い。口縁部の文様は、隆線とその両脇のナデによる沈線によって

描かれている。器面は磨滅が激しく、文様内を充埴する沈線は不明部分が多いが、 RL単節であ

る。内面は丁寧にナデられている。なお、この埋甕の周辺からは縄文土器片が比較的多く出土し

たが、柱穴等は確認できなかった。

0表面採集遺物（第40図79-104)

79. 縄文土賠片である。口縁部に近い破片であろう。縄文はLR単節横転。焼成良好、淡褐色を呈

する。

80. 灯明皿である。推定「l径10.0cm。内外面に黄橙色の釉が施されている。口唇部に煤付着。胎土

は黄白色を呈する。

81. 須恵料の鉢であろう。推定n径32.0cm。口唇部が肥摩し、 卜届iに沈線が巡る。このI二l唇部上面

に薄く臼然釉がかかっている。焼成良好、灰臼色を呈する。

82・83. 拙鉢である。ともに在地産と息われる。 82は、内面の櫛目は密で、焼成良好、煉瓦質で赤

褐色を呈する。 83は、内而の櫛目は密で、焼成良好、赤褐色を呈する。

84. 鉄釉と灰釉がかけ分けられた茶碗である。底径 4.8cm。外面及び高台内の鉄釉は濃茶色、内面

の灰釉は貰入が認められる。畳付は釉がふきとられている。胎士は淡褐色を呈する。

85. 磁料の湯呑みである。推定口径 7.5 cm、推定底径 3.5cm弱、器高 5.2cm。赤い絵付けがわずか

に認められるが、その形状は不明。畳付は釉がふきとられている。胎上は白色を呈する。

86--95. 染付の皿、茶碗などである。 86の皿は、推定口径11.5cm、推定底径 5.5cm強、料高 4.3cm 

呉須の発色は紺で鮮明。底部内面中央に比較的形の整った五弁花がみられる。胎上はわずかに仄

色を僻びた白色で、黒色微粒—)'を含んでいる。 87の J[[lは、推定底径 4.0 cm、呉須の発色は青紺で

鮮明。底部内面中央にかなり形の崩れた五弁花がみられる。胎十．はわずかに黄白色を幣びた白色

を惜する。 88の茶碗は、 i佳定IJ径12.0cm。呉須の発色は紺で鮮明。胎上は白色を星する。 89の茶
碗は、底径 4.0cm。呉須の発色は淡青灰色でやや不鮮明。胎土はJ火白色を呈する。 90の皿は、推

定底径 9.5cm。呉須の発色は濃紺で鮮明。底面は中央を除き釉がふぎとられている。底面には重

ね焼痕が認められる。 11合上は(1色を呈し、黒色微粒子を含んでいる。 91の茶碗は、推定r::1径10.5

cm、推定屁径 4.5cm、悩高 5.7 cm。いわゆる蒟蒻判による文様であろう。呉須の発色は灰紺でや

や不鮮明。 /Jti'土はl'I色を星する。 92の茶碗は、推定[)径 8.0cm。呉須の発色は、灰色を帯びた青

紺で鮮明。胎土は白色を呈する。 93の[l[lは、推定底径 5.5cm弱。呉須の発色は青紺で鮮明。胎土

は日色を呈する。 94の茶碗は、推定底径 4.5cm強。呉須の発色は紺で鮮明。胎土は白色を呈する。

95の茶碗は、推定11径12.5cm。呉須の発色は青灰で鮮明。胎十＿は臼色を呈する。

96. 鉢と息われる。推定「l径19.5cm。内外面に灰釉が施されてしヽる。貫入が認められる。 [l縁部は

折り返しである。）］合上は黄臼色を呈する。

97. J本と息われる。推定fI径17.5cm。外面は［こl縁部を除ぎ薄い鉄釉が、内面も口縁部を除き褐色の
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鉄釉が施されている。体部外面には、櫛状工具による廉状の文様が刻まれている。口縁部は受け

状に成形されており、蓋がついていたものと思われる。胎土は黄白色を呈する。

98. 器形は不明である。推定底径11.0cm。内面には淡褐色の鉄釉が施されている。外面には炭化物

が付着している。胎土は黄褐色を呈する。

99. 筒状の器形を呈する磁器である。推定口径 8.5cm。内外面とも灰釉が施されており、口唇部の

上面及び内面は釉がふきとられている。胎土は白色を呈する。

100. 徳利である。推定底径 6cm弱。外面に灰釉が施されており、貫入が認められる。胴部上位に白

色がおそらく円形に施され、その上に緑釉が施されている。胎土が淡褐色を呈する。

101. 急須である。推定口径 7cm弱。内面口縁部及び外面に褐色の鉄釉が施されている。注口部の上

面に長円形の注口がある。胎土は淡黄灰褐色を呈する。

102. 灯明只であろう。推定口径 7.5 cm。内外面とも淡褐色の釉が施されており、細かい貫入が認め

られる。突堤はつまみ出されている。胎土は黄灰色を呈する。

103. 陶製の鳥である。高さ 4.2cm、長さ 4.7 cm、推定幅 2.8cm。胴部は空洞となっている。頭部側

面から後頸部にかけて、及び両翼が白く塗られている。日は黒灰色に塗られている。索地部分に

わずかに白然釉がかかっている。素地部分ば淡橙褐色を屋する。

104. 瓦である。）厚さ2.0-2.5cm。裏而に布目がみられる。外而はナデられている。焼成良好、灰色

を呈する。

※追補

0第 1号井戸跡廿i土板石塔婆（第41図105・106)

105. Jo/さ2.8-3.lcm。薬研彫による、蓮I喉と脇侍種子（サ）が認められる。表面はやや磨滅してお

り、そのドの年号は叫瞭ではないが、康応 2年 (1390.年）のようである。細い枠線も認められる。

なお、種I-、述座、年乃、枠線とも［［しく塗られていたようである。石質は緑泥片岩である。

106. 表裏而とも磨滅しているが、表には種子（キリーク）と蓮座の一部が、裏面にはノミ痕が認め

られる。石質は緑泥片岩である。
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4. C区 ・D区の遺構

(1) C区の遺構（第42図）

0第 1号士拡（第42図） 19-Jグリッドに位置する。径約 120cmの円形を呈し、深さは約30cmで

ある。全体は皿状を呈する。

0第2号土拡（第42図） 19-I・Jグリッドに位骰する。 230X80cmほどの細長い形を呈し、深

さは約30cmである。底面は平坦である。

0第3号土拡（第42図） 19・20-Iグリッドに位置する。 240X130cmほどの不整形を呈し、深さ

は約80cmである。壁は斜めに立ち上がり、底面は比較的凹凸が認められた。

0第4号土拡（第42図） 19-Hグリッドに位阪する。 220X 130cmほどの空豆形を呈し、深さは約

40cmである。底面は緩い起伏がある。
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第43図 C区の遺構実測図 (1/60) 
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(2) D区の遺構（第44・45図）

0第 1号土琺（第44図） 32-Nグリッドに位蓋する。 55X 60cmほどの正方形状を呈する。深さは

約15cmである。底面は緩い起伏がある。

0第2号土拡（第44図） 29・30-Mグリッドに位附する。 115X 110cmほどの円形状を呈する。深

さは約35cmである。底面は緩い起伏がある。

0第 3号土拡（第44図） 28-M・Nグリッドに位罹する。調査範囲外へ延びていたため完掘はで

きなかったが、輻105-140cmほどの不整形を呈する。全体に凹凸が激しく、ピット状の部分が4

ヶ所認められた。

0第4号土拡（第44図） 28-Mグリッドに位縦する。 60X40cmほどの不整形を星する。深さは約

10cmである。

0第 5号土拡（第44図） 27-Mグリッドに位漬する柱穴状の小土拡である。 55X 45cmほどの長円

形を呈し、深さは約20cmである。

0第6号土城（第44図） 27-Mグリッドに位閻する小土拡である。 50X 35cmほどの不整形を呈し、

深さは約15cmである。底面にはわずかな段差が認められた。

0第 7号土拡（第44図） 27-Mグリソドに位鷹する柱穴状の小土砿である。 55X 50cmほどのやや

崩れた形状を呈し、深さは約20cmである。

0第 8号上拡（第44図） 26・27-Lグリッドに位置する。 150X 140cmほどの円形状を呈し、深さ

は約40cmである。全体は皿状を呈し、中段にわずかな稜が認められた。

0第 9号土砿（第44図） 25-Kグリッドに位附する。 110 X 90cmほどの、やや崩れた長円形状を

呈し、深さは約25cmである。礫が二段に重ねるように配愉されており、特にド段の礫は、地山の

ロームに埋め込むようにがっちりと配設されていた。なお、礫は上段・下段とも、中央に最も大

きいものが置かれており、特に上段のそれが際立っていた。

0第10号上J広（第44図） 25--Jグリソドに位固する。 120X 105cmほどの、やや崩れた長円形状を

呈し、深さは約30cmである。第 9号土拡と詞じように礫が配憤されていたが、 2段にはなってお

らず、土拡の西側へやや偏って配韻されていた。また、地山のロームに埋め込むような状態では

なく、底面は比較的平±Hであった。なお、中央に最も大きな礫が配固されてしいたことは、第 9砂

土拡と同様である。

0第11号土拡（第44図） 24-Jグリソドに位隠する。径約 100cmの円形状を呈し、深さは約30cm

である。全体は揺鉢状を呈する。

0第13号土拡（第44図） 22-Lグリソドに位韻する。 120X 100cmほどの長方形状を呈し、深さは

約30cmで、わずかに南側の方が深くなっていた。

0第14号土砿（第45図） 22-Kグリッドに位置する。 95X 80cmほどの長方形状を呈し、深さは約

20cmで、底面は北へ向って傾斜していた。

0第15号土拡（第45図） 21-Kグリッドに位漑する。 1辺約 100cmのやや崩れた正方形状を呈し、

深さは約10cmである。底面には緩い起伏が認められた。
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11. 第 2次発掘曲l査出土迫物
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12. 第3次発掘調査A区全梨（北から）

13. 第3次発掘調査A区北側



図版9

14. 第6号土砿

15. 第7号土砿
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16. 瓦質火鉢出土状態
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19. 第3次発掘聞査出土迫物(2)
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図版14

20. 第3次発掘調査B区全景

21. 第4号土砿



図版15

22. 第9号土拡（左） 第14号土拡（右）

23. 第23土砿B 遺物出土状態
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26. 第3次発掘調査B区出土迫物(1)
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29. 第3次発掘調査C区全尿

30. 第3次発掘調査D区全猿
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31. 第9号土拡上層

32. 第9号土拡下層
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